
R01

（知識等習得コース） 様式第Ａ－10号

※ 時　間

3

3

訓練時間総合計 6 時間

学科 6 時間 実技 0 時間 就職支援 0 時間

委託訓練カリキュラム

訓 練 の 種 別
（該当する項目は「✓」印）

資格の取得をめざす訓練
デジタル職場実習又は

職場見学等を実施する訓練

訓 練 科 名
Ｗｅｂデザイン＋プログラミング基礎
科（４か月） 就職先の

職務・仕事
訓 練 期 間 ( 定 員 ) ４か月（３０人）

訓 練 受 講 生 の 条 件
Excelの関数を使った簡単な計算ができ、一般的な事務作業に求められる通常の
速度（Wordで1分間に50文字程度）で文字入力ができる。

訓 練 目 標
（ 仕 上 が り 像 ）

Web制作現場で必要とされるデザイン概論、HTMLやCSS等の基礎知識を学び、
Webサイト作成、更新業務等を行える知識、技能を習得する。さらに、Webアプリ
ケーションにおけるプログラミングに関する知識及び技能を習得する。

訓 練 概 要

訓 練 修 了 後 に
受験できる関連資格
※ 受 験 料 別 途 自 己 負 担

　名称（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）認定機関（　　　　　　　　　　　　　　）
　名称（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）認定機関（　　　　　　　　　　　　　　）
　名称（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）認定機関（　　　　　　　　　　　　　　）
　名称（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）認定機関（　　　　　　　　　　　　　　）
　名称（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）認定機関（　　　　　　　　　　　　　　）

訓
　
　
　
　
練
　
　
　
　
内
　
　
　
容

科　　　　目 科　目　の　内　容

学
科

安全衛生

働くことの基本ルール

就
職
支
援

実
技

【訓練修了後に受験できる関連資格欄の注意点】

・訓練受講により習得する技能及びこれに関する知識によって訓

練修了者が総じて合格できる資格であること

・訓練修了時に資格試験の受験要件を満たす資格であること

【カリキュラム記入上の注意点】

・Ａ４版片面１枚に収めること

・安全衛生について科目に関連した内容で３時間設定すること

・受講生の就職後を見据え、働くことの基本ルールに関する講義

を３時間設定すること

・就職支援に関する訓練時間については、知識等習得コース仕様

書「８ 訓練内容」において府が示す必要な講義時間数を設定す

ること

・「※」の欄については、R01からR12の科目はプルダウンメ

ニューから「ＤＳＳ」を、R13からR37の科目は「ＤＬ」を選択

すること

・R01からR12の各科目において「ＤＸ推進スキル標準対応

チェックシート」（様式第A-19号）に掲載するＤＳＳの学習項目

に関連する訓練内容がある場合は、該当する訓練内容の「ＤＳ

Ｓ」欄に「○」を記載すること

・「ＤＸ推進スキル標準対応チェックシート（様式第A-19号）」

のＡからＤのカテゴリーのうち、複数カテゴリーの「訓練カリ

キュラムチェック（✓）」欄に、「✓」が記入されている場合は

訓練概要欄の末尾に【ＤＳＳ対応】と記載すること

※Ａのカテゴリーだけに「✓」が記入される場合などは、何も記

載しない



R02

（知識等習得コース） 様式第Ａ－10号

※ 時　間

3

3

訓練時間総合計 6 時間

学科 6 時間 実技 0 時間 就職支援 0 時間

委託訓練カリキュラム

訓 練 の 種 別
（該当する項目は「✓」印）

資格の取得をめざす訓練
デジタル職場実習又は

職場見学等を実施する訓練

訓 練 科 名
ＤＸ・デジタル推進科（４か月）【20人
定員】 就職先の

職務・仕事
訓 練 期 間 ( 定 員 ) ４か月（２０人）

訓 練 受 講 生 の 条 件
Excelの関数を使った簡単な計算ができ、一般的な事務作業に求められる通常の
速度（Wordで1分間に50文字程度）で文字入力ができる。

訓 練 目 標
（ 仕 上 が り 像 ）

ＩＴパスポート程度の知識の習得を前提に、自社の課題を解決するためにどのよう
なシステムを導入するのか検討したり、ITベンダーなどと調整し、自社に適切なシ
ステムを導入するなど、企業のデジタル化を推進する実務を担う知識・技能を習得
する。

訓 練 概 要

訓 練 修 了 後 に
受験できる関連資格
※ 受 験 料 別 途 自 己 負 担

　名称（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）認定機関（　　　　　　　　　　　　　　）
　名称（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）認定機関（　　　　　　　　　　　　　　）
　名称（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）認定機関（　　　　　　　　　　　　　　）
　名称（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）認定機関（　　　　　　　　　　　　　　）
　名称（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）認定機関（　　　　　　　　　　　　　　）

訓
　
　
　
　
練
　
　
　
　
内
　
　
　
容

科　　　　目 科　目　の　内　容

学
科

安全衛生

働くことの基本ルール

就
職
支
援

実
技

【訓練修了後に受験できる関連資格欄の注意点】

・訓練受講により習得する技能及びこれに関する知識によって訓

練修了者が総じて合格できる資格であること

・訓練修了時に資格試験の受験要件を満たす資格であること

【カリキュラム記入上の注意点】

・Ａ４版片面１枚に収めること

・安全衛生について科目に関連した内容で３時間設定すること

・受講生の就職後を見据え、働くことの基本ルールに関する講義

を３時間設定すること

・就職支援に関する訓練時間については、知識等習得コース仕様

書「８ 訓練内容」において府が示す必要な講義時間数を設定す

ること

・「※」の欄については、R01からR12の科目はプルダウンメ

ニューから「ＤＳＳ」を、R13からR37の科目は「ＤＬ」を選択

すること

・R01からR12の各科目において「ＤＸ推進スキル標準対応

チェックシート」（様式第A-19号）に掲載するＤＳＳの学習項目

に関連する訓練内容がある場合は、該当する訓練内容の「ＤＳ

Ｓ」欄に「○」を記載すること。「ＤＸ推進スキル標準対応

チェックシート（様式第A-19号）」のＡからＤのカテゴリーの

うち、複数カテゴリーの「訓練カリキュラムチェック（✓）」欄

に、「✓」が記入されている場合は訓練概要欄の末尾に【ＤＳＳ

対応】と記載すること

※Ａのカテゴリーだけに「✓」が記入される場合などは、何も記

載しない



R03

（知識等習得コース） 様式第Ａ－10号

※ 時　間

3

3

訓練時間総合計 6 時間

学科 6 時間 実技 0 時間 就職支援 0 時間

委託訓練カリキュラム

訓 練 の 種 別
（該当する項目は「✓」印）

資格の取得をめざす訓練
デジタル職場実習又は

職場見学等を実施する訓練

訓 練 科 名
Ｐｙｔｈｏｎ＋Ｊａｖａプログラマー養成科
（５か月） 就職先の

職務・仕事
訓 練 期 間 ( 定 員 ) ５か月（３０人）

訓 練 受 講 生 の 条 件
Excelの関数を使った簡単な計算ができ、一般的な事務作業に求められる通常の
速度（Wordで1分間に50文字程度）で文字入力ができる。

訓 練 目 標
（ 仕 上 が り 像 ）

PythonやＪａｖａなど、基本的なWebプログラミング言語を理解し、コンピュータに関
する基礎知識や基本的データベース構築に関する知識・技能を習得する。

訓 練 概 要

訓 練 修 了 後 に
受験できる関連資格
※ 受 験 料 別 途 自 己 負 担

　名称（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）認定機関（　　　　　　　　　　　　　　）
　名称（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）認定機関（　　　　　　　　　　　　　　）
　名称（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）認定機関（　　　　　　　　　　　　　　）
　名称（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）認定機関（　　　　　　　　　　　　　　）
　名称（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）認定機関（　　　　　　　　　　　　　　）

訓
　
　
　
　
練
　
　
　
　
内
　
　
　
容

科　　　　目 科　目　の　内　容

学
科

安全衛生

働くことの基本ルール

就
職
支
援

実
技

【訓練修了後に受験できる関連資格欄の注意点】

・訓練受講により習得する技能及びこれに関する知識によって訓

練修了者が総じて合格できる資格であること

・訓練修了時に資格試験の受験要件を満たす資格であること

【カリキュラム記入上の注意点】

・Ａ４版片面１枚に収めること

・安全衛生について科目に関連した内容で３時間設定すること

・受講生の就職後を見据え、働くことの基本ルールに関する講義

を３時間設定すること

・就職支援に関する訓練時間については、知識等習得コース仕様

書「８ 訓練内容」において府が示す必要な講義時間数を設定す

ること

・「※」の欄については、R01からR12の科目はプルダウンメ

ニューから「ＤＳＳ」を、R13からR37の科目は「ＤＬ」を選択

すること

・R01からR12の各科目において「ＤＸ推進スキル標準対応

チェックシート」（様式第A-19号）に掲載するＤＳＳの学習項目

に関連する訓練内容がある場合は、該当する訓練内容の「ＤＳ

Ｓ」欄に「○」を記載すること。「ＤＸ推進スキル標準対応

チェックシート（様式第A-19号）」のＡからＤのカテゴリーの

うち、複数カテゴリーの「訓練カリキュラムチェック（✓）」欄

に、「✓」が記入されている場合は訓練概要欄の末尾に【ＤＳＳ

対応】と記載すること

※Ａのカテゴリーだけに「✓」が記入される場合などは、何も記

載しない



R04

（知識等習得コース） 様式第Ａ－10号

※ 時　間

安全衛生 3

3

訓練時間総合計 6 時間

学科 6 時間 実技 0 時間 就職支援 0 時間

就
職
支
援

訓 練 修 了 後 に
受 験 で き る 関 連 資 格
※受 験料 別途 自己 負担

　名称（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）認定機関（　　　　　　　　　　　　　　）
　名称（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）認定機関（　　　　　　　　　　　　　　）
　名称（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）認定機関（　　　　　　　　　　　　　　）
　名称（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）認定機関（　　　　　　　　　　　　　　）
　名称（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）認定機関（　　　　　　　　　　　　　　）

訓
　
　
　
　
練
　
　
　
　
内
　
　
　
容

科　　　　目 科　目　の　内　容

学
科

働くことの基本ルール

実
技

訓 練 受 講 生 の 条 件
Excelの関数を使った簡単な計算ができ、一般的な事務作業に求められる通常の
速度（Wordで1分間に50文字程度）で文字入力ができる。

訓 練 目 標
（ 仕 上 が り 像 ）

パソコンの基本操作に加えて、WordやExcel等の操作方法を学び、合わせてWeb

制作の基礎となるHTMLやCSSの知識に加え、PhotoshopやIllustrator等を活用し
たWebデザイン技術、幅広い業種・職種において役立つ汎用性の高いパソコンス
キルを習得する。

訓 練 概 要

委託訓練カリキュラム

訓 練 の 種 別
（該当する項目は「✓」印）

資格の取得をめざす訓練
デジタル職場実習又は

職場見学等を実施する訓練

訓 練 科 名
オフィスソフト・Ｗｅｂクリエイター養成
科（５か月） 就職先の

職務・仕事
訓 練 期 間 ( 定 員 ) ５か月（３０人）

【訓練修了後に受験できる関連資格欄の注意点】

・訓練受講により習得する技能及びこれに関する知識によって

訓練修了者が総じて合格できる資格であること

・訓練修了時に資格試験の受験要件を満たす資格であること

【カリキュラム記入上の注意点】

・Ａ４版片面１枚に収めること

・安全衛生について科目に関連した内容で３時間設定すること

・受講生の就職後を見据え、働くことの基本ルールに関する講義

を３時間設定すること

・就職支援に関する訓練時間については、知識等習得コース仕様

書「８ 訓練内容」において府が示す必要な講義時間数を設定す

ること

・「※」の欄については、R01からR12の科目はプルダウンメ

ニューから「ＤＳＳ」を、R13からR37の科目は「ＤＬ」を選択

すること

・R01からR12の各科目において「ＤＸ推進スキル標準対応

チェックシート」（様式第A-19号）に掲載するＤＳＳの学習項目

に関連する訓練内容がある場合は、該当する訓練内容の「ＤＳ

Ｓ」欄に「○」を記載すること。「ＤＸ推進スキル標準対応

チェックシート（様式第A-19号）」のＡからＤのカテゴリーの

うち、複数カテゴリーの「訓練カリキュラムチェック（✓）」欄

に、「✓」が記入されている場合は訓練概要欄の末尾に【ＤＳＳ

対応】と記載すること

※Ａのカテゴリーだけに「✓」が記入される場合などは、何も記

載しない



R05

（知識等習得コース） 様式第Ａ－10号

※ 時　間

安全衛生 3

3

訓練時間総合計 6 時間

学科 6 時間 実技 0 時間 就職支援 0 時間

就
職
支
援

訓 練 修 了 後 に
受 験 で き る 関 連 資 格
※受 験料 別途 自己 負担

　名称（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）認定機関（　　　　　　　　　　　　　　）
　名称（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）認定機関（　　　　　　　　　　　　　　）
　名称（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）認定機関（　　　　　　　　　　　　　　）
　名称（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）認定機関（　　　　　　　　　　　　　　）
　名称（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）認定機関（　　　　　　　　　　　　　　）

訓
　
　
　
　
練
　
　
　
　
内
　
　
　
容

科　　　　目 科　目　の　内　容

学
科

働くことの基本ルール

実
技

訓 練 受 講 生 の 条 件
Excelの関数を使った簡単な計算ができ、一般的な事務作業に求められる通常の
速度（Wordで1分間に50文字程度）で文字入力ができる。

訓 練 目 標
（ 仕 上 が り 像 ）

Word、Excel等の汎用性のあるＯＡソフトの操作技法等を学び、Webページを作成するため
の基礎となるHTMLやWebページの配置やスタイル（見た目）を設定するCSSなど、Webサイ
トをつくるための仕組みを理解し、多様なビジネスシーンにおいて必要とされる基礎的な知
識、技能を習得する。

訓 練 概 要

委託訓練カリキュラム

訓 練 の 種 別
（該当する項目は「✓」印）

資格の取得をめざす訓練
デジタル職場実習又は

職場見学等を実施する訓練

訓 練 科 名
オフィスソフト＋Ｗｅｂサイト制作基礎
科（４か月） 就職先の

職務・仕事
訓 練 期 間 ( 定 員 ) ４か月（３０人）

【訓練修了後に受験できる関連資格欄の注意点】

・訓練受講により習得する技能及びこれに関する知識によって

訓練修了者が総じて合格できる資格であること

・訓練修了時に資格試験の受験要件を満たす資格であること

【カリキュラム記入上の注意点】

・Ａ４版片面１枚に収めること

・安全衛生について科目に関連した内容で３時間設定すること

・受講生の就職後を見据え、働くことの基本ルールに関する講義

を３時間設定すること

・就職支援に関する訓練時間については、知識等習得コース仕様

書「８ 訓練内容」において府が示す必要な講義時間数を設定す

ること

・「※」の欄については、R01からR12の科目はプルダウンメ

ニューから「ＤＳＳ」を、R13からR37の科目は「ＤＬ」を選択

すること

・R01からR12の各科目において「ＤＸ推進スキル標準対応

チェックシート」（様式第A-19号）に掲載するＤＳＳの学習項目

に関連する訓練内容がある場合は、該当する訓練内容の「ＤＳ

Ｓ」欄に「○」を記載すること。「ＤＸ推進スキル標準対応

チェックシート（様式第A-19号）」のＡからＤのカテゴリーの

うち、複数カテゴリーの「訓練カリキュラムチェック（✓）」欄

に、「✓」が記入されている場合は訓練概要欄の末尾に【ＤＳＳ

対応】と記載すること

※Ａのカテゴリーだけに「✓」が記入される場合などは、何も記

載しない



R06

（知識等習得コース） 様式第Ａ－10号

※ 時　間

安全衛生 3

3

訓練時間総合計 6 時間

学科 6 時間 実技 0 時間 就職支援 0 時間

就
職
支
援

訓 練 修 了 後 に
受 験 で き る 関 連 資 格
※受 験料 別途 自己 負担

　名称（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）認定機関（　　　　　　　　　　　　　　）
　名称（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）認定機関（　　　　　　　　　　　　　　）
　名称（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）認定機関（　　　　　　　　　　　　　　）
　名称（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）認定機関（　　　　　　　　　　　　　　）
　名称（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）認定機関（　　　　　　　　　　　　　　）

訓
　
　
　
　
練
　
　
　
　
内
　
　
　
容

科　　　　目 科　目　の　内　容

学
科

働くことの基本ルール

実
技

訓 練 受 講 生 の 条 件
Excelの関数を使った簡単な計算ができ、一般的な事務作業に求められる通常の
速度（Wordで1分間に50文字程度）で文字入力ができる。

訓 練 目 標
（ 仕 上 が り 像 ）

Word、Excel等の汎用性のあるＯＡソフトの操作技法等を学び、Webページを作成するため
の基礎となるHTMLやWebページの配置やスタイル（見た目）を設定するCSSなど、Webサイ
トをつくるための仕組みを理解し、多様なビジネスシーンにおいて必要とされる基礎的な知
識、技能を習得する。

訓 練 概 要

委託訓練カリキュラム

訓 練 の 種 別
（該当する項目は「✓」印）

資格の取得をめざす訓練
デジタル職場実習又は

職場見学等を実施する訓練

訓 練 科 名
オフィスソフト＋Ｗｅｂサイト制作基礎
科（４か月）【地域枠】 就職先の

職務・仕事
訓 練 期 間 ( 定 員 ) ４か月（３０人）

【訓練修了後に受験できる関連資格欄の注意点】

・訓練受講により習得する技能及びこれに関する知識によって

訓練修了者が総じて合格できる資格であること

・訓練修了時に資格試験の受験要件を満たす資格であること

【カリキュラム記入上の注意点】

・Ａ４版片面１枚に収めること

・安全衛生について科目に関連した内容で３時間設定すること

・受講生の就職後を見据え、働くことの基本ルールに関する講義

を３時間設定すること

・就職支援に関する訓練時間については、知識等習得コース仕様

書「８ 訓練内容」において府が示す必要な講義時間数を設定す

ること

・「※」の欄については、R01からR12の科目はプルダウンメ

ニューから「ＤＳＳ」を、R13からR37の科目は「ＤＬ」を選択

すること

・R01からR12の各科目において「ＤＸ推進スキル標準対応

チェックシート」（様式第A-19号）に掲載するＤＳＳの学習項目

に関連する訓練内容がある場合は、該当する訓練内容の「ＤＳ

Ｓ」欄に「○」を記載すること。「ＤＸ推進スキル標準対応

チェックシート（様式第A-19号）」のＡからＤのカテゴリーの

うち、複数カテゴリーの「訓練カリキュラムチェック（✓）」欄

に、「✓」が記入されている場合は訓練概要欄の末尾に【ＤＳＳ

対応】と記載すること

※Ａのカテゴリーだけに「✓」が記入される場合などは、何も記

載しない



R07

（知識等習得コース） 様式第Ａ－10号

※ 時　間

安全衛生 3

3

訓練時間総合計 6 時間

学科 6 時間 実技 0 時間 就職支援 0 時間

訓 練 受 講 生 の 条 件
Excelの関数を使った簡単な計算ができ、一般的な事務作業に求められる通常の
速度（Wordで1分間に50文字程度）で文字入力ができる。

訓 練 目 標
（ 仕 上 が り 像 ）

委託訓練カリキュラム

訓 練 科 名
ネットショップ＋Ｗｅｂサイト運営科（６
か月） 就職先の

職務・仕事
訓 練 期 間 ( 定 員 )

訓 練 の 種 別
（該当する項目は「✓」印）

資格の取得をめざす訓練
デジタル職場実習又は

職場見学等を実施する訓練

ネットショップの運営に必要なWebサイト・ECサイト更新スキルを習得する。具体的
には、Webデザイン（Photoshop・Illustrator）やWebコーディング（HTML・CSS）の知
識・スキルを習得し、バナー制作、Web広告制作などに活かす。商品管理等で求め
られるオフィスソフトの実践スキルも習得し、ネットショップ運営として活躍できる人
材をめざす。

６か月（３０人）

訓 練 概 要

訓 練 修 了 後 に
受 験 で き る 関 連 資 格
※受 験料 別途 自己 負担

訓
　
　
　
　
練
　
　
　
　
内
　
　
　
容

科　　　　目 科　目　の　内　容

働くことの基本ルール

　名称（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）認定機関（　　　　　　　　　　　　　　）
　名称（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）認定機関（　　　　　　　　　　　　　　）
　名称（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）認定機関（　　　　　　　　　　　　　　）
　名称（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）認定機関（　　　　　　　　　　　　　　）
　名称（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）認定機関（　　　　　　　　　　　　　　）

実
技

学
科

就
職
支
援

【訓練修了後に受験できる関連資格欄の注意点】

・訓練受講により習得する技能及びこれに関する知識によって

訓練修了者が総じて合格できる資格であること

・訓練修了時に資格試験の受験要件を満たす資格であること

【カリキュラム記入上の注意点】

・Ａ４版片面１枚に収めること

・安全衛生について科目に関連した内容で３時間設定すること

・受講生の就職後を見据え、働くことの基本ルールに関する講義

を３時間設定すること

・就職支援に関する訓練時間については、知識等習得コース仕様

書「８ 訓練内容」において府が示す必要な講義時間数を設定す

ること

・「※」の欄については、R01からR12の科目はプルダウンメ

ニューから「ＤＳＳ」を、R13からR37の科目は「ＤＬ」を選択

すること

・R01からR12の各科目において「ＤＸ推進スキル標準対応

チェックシート」（様式第A-19号）に掲載するＤＳＳの学習項目

に関連する訓練内容がある場合は、該当する訓練内容の「ＤＳ

Ｓ」欄に「○」を記載すること。「ＤＸ推進スキル標準対応

チェックシート（様式第A-19号）」のＡからＤのカテゴリーの

うち、複数カテゴリーの「訓練カリキュラムチェック（✓）」欄

に、「✓」が記入されている場合は訓練概要欄の末尾に【ＤＳＳ

対応】と記載すること

※Ａのカテゴリーだけに「✓」が記入される場合などは、何も記

載しない



R08

（知識等習得コース） 様式第Ａ－10号

※ 時　間

3

3

訓練時間総合計 6 時間

学科 6 時間 実技 0 時間 就職支援 0 時間

実
技

就
職
支
援

安全衛生

働くことの基本ルール

訓 練 修 了 後 に
受験できる関連資格
※ 受験料 別 途 自己 負担

　名称（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）認定機関（　　　　　　　　　　　　　　）
　名称（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）認定機関（　　　　　　　　　　　　　　）
　名称（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）認定機関（　　　　　　　　　　　　　　）
　名称（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）認定機関（　　　　　　　　　　　　　　）
　名称（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）認定機関（　　　　　　　　　　　　　　）

訓
　
　
　
　
練
　
　
　
　
内
　
　
　
容

科　　　　目 科　目　の　内　容

学
科

訓 練 受 講 生 の 条 件
Excelの関数を使った簡単な計算ができ、一般的な事務作業に求められる通常の
速度（Wordで1分間に50文字程度）で文字入力ができる。

訓 練 目 標
（ 仕 上 が り 像 ）

企業やクライアントが求める動画を作成出来るようにするため、動画マーケティン
グや企画書・構成書の作成方法を学び、動画編集における適切な場面・演出など
の編集スキルの向上を目標とする。

訓 練 概 要

委託訓練カリキュラム

訓 練 の 種 別
（該当する項目は「✓」印）

資格の取得をめざす訓練
デジタル職場実習又は

職場見学等を実施する訓練

訓 練 科 名
動画・映像制作クリエイター養成科
（５か月） 就職先の

職務・仕事
訓 練 期 間 ( 定 員 ) ５か月（３０人）

【訓練修了後に受験できる関連資格欄の注意点】

・訓練受講により習得する技能及びこれに関する知識によって訓

練修了者が総じて合格できる資格であること

・訓練修了時に資格試験の受験要件を満たす資格であること

【カリキュラム記入上の注意点】

・Ａ４版片面１枚に収めること

・安全衛生について科目に関連した内容で３時間設定すること

・受講生の就職後を見据え、働くことの基本ルールに関する講義

を３時間設定すること

・就職支援に関する訓練時間については、知識等習得コース仕様

書「８ 訓練内容」において府が示す必要な講義時間数を設定す

ること

・「※」の欄については、R01からR12の科目はプルダウンメ

ニューから「ＤＳＳ」を、R13からR37の科目は「ＤＬ」を選択

すること

・R01からR12の各科目において「ＤＸ推進スキル標準対応

チェックシート」（様式第A-19号）に掲載するＤＳＳの学習項目

に関連する訓練内容がある場合は、該当する訓練内容の「ＤＳ

Ｓ」欄に「○」を記載すること。「ＤＸ推進スキル標準対応

チェックシート（様式第A-19号）」のＡからＤのカテゴリーの

うち、複数カテゴリーの「訓練カリキュラムチェック（✓）」欄

に、「✓」が記入されている場合は訓練概要欄の末尾に【ＤＳＳ

対応】と記載すること

※Ａのカテゴリーだけに「✓」が記入される場合などは、何も記

載しない



R09

（知識等習得コース） 様式第Ａ－10号

※ 時　間

3

3

訓練時間総合計 6 時間

学科 6 時間 実技 0 時間 就職支援 0 時間

実
技

就
職
支
援

安全衛生

働くことの基本ルール

訓 練 修 了 後 に
受験できる関連資格
※ 受験料 別 途 自己 負担

　名称（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）認定機関（　　　　　　　　　　　　　　）
　名称（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）認定機関（　　　　　　　　　　　　　　）
　名称（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）認定機関（　　　　　　　　　　　　　　）
　名称（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）認定機関（　　　　　　　　　　　　　　）
　名称（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）認定機関（　　　　　　　　　　　　　　）

訓
　
　
　
　
練
　
　
　
　
内
　
　
　
容

科　　　　目 科　目　の　内　容

学
科

訓 練 受 講 生 の 条 件
Excelの関数を使った簡単な計算ができ、一般的な事務作業に求められる通常の
速度（Wordで1分間に50文字程度）で文字入力ができる。

訓 練 目 標
（ 仕 上 が り 像 ）

Unity、C#等についての学習を通して、アプリ開発やゲーム開発事業等、各種プロ
グラム開発に総合的に携わることができる能力を身につける。

訓 練 概 要

委託訓練カリキュラム

訓 練 の 種 別
（該当する項目は「✓」印）

資格の取得をめざす訓練
デジタル職場実習又は

職場見学等を実施する訓練

訓 練 科 名
アプリ系・ゲーム系・基幹系プログラ
マー養成科（４か月）【20人定員】 就職先の

職務・仕事
訓 練 期 間 ( 定 員 ) ４か月（２０人）

【訓練修了後に受験できる関連資格欄の注意点】

・訓練受講により習得する技能及びこれに関する知識によって訓

練修了者が総じて合格できる資格であること

・訓練修了時に資格試験の受験要件を満たす資格であること

【カリキュラム記入上の注意点】

・Ａ４版片面１枚に収めること

・安全衛生について科目に関連した内容で３時間設定すること

・受講生の就職後を見据え、働くことの基本ルールに関する講義

を３時間設定すること

・就職支援に関する訓練時間については、知識等習得コース仕様

書「８ 訓練内容」において府が示す必要な講義時間数を設定す

ること

・「※」の欄については、R01からR12の科目はプルダウンメ

ニューから「ＤＳＳ」を、R13からR37の科目は「ＤＬ」を選択

すること

・R01からR12の各科目において「ＤＸ推進スキル標準対応

チェックシート」（様式第A-19号）に掲載するＤＳＳの学習項目

に関連する訓練内容がある場合は、該当する訓練内容の「ＤＳ

Ｓ」欄に「○」を記載すること。「ＤＸ推進スキル標準対応

チェックシート（様式第A-19号）」のＡからＤのカテゴリーの

うち、複数カテゴリーの「訓練カリキュラムチェック（✓）」欄

に、「✓」が記入されている場合は訓練概要欄の末尾に【ＤＳＳ

対応】と記載すること

※Ａのカテゴリーだけに「✓」が記入される場合などは、何も記

載しない



R10

（知識等習得コース） 様式第Ａ－10号

※ 時　間

安全衛生 3

3

訓練時間総合計 6 時間

学科 6 時間 実技 0 時間 就職支援 0 時間

就
職
支
援

訓 練 修 了 後 に
受 験 で き る 関 連 資 格
※受 験料 別途 自己 負担

　名称（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）認定機関（　　　　　　　　　　　　　　）
　名称（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）認定機関（　　　　　　　　　　　　　　）
　名称（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）認定機関（　　　　　　　　　　　　　　）
　名称（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）認定機関（　　　　　　　　　　　　　　）
　名称（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）認定機関（　　　　　　　　　　　　　　）

訓
　
　
　
　
練
　
　
　
　
内
　
　
　
容

科　　　　目 科　目　の　内　容

学
科

働くことの基本ルール

実
技

訓 練 受 講 生 の 条 件
文字入力ができ、簡単なパソコン操作ができる。
（インターネット検索、メールの送受信等）

訓 練 目 標
（ 仕 上 が り 像 ）

ユーザーの視点に立ち潜在的なニーズを発見し解決策を探るデザイン思考を活用
した課題解決力と効果的な提案・プレゼンテーション能力に加え、ＳＮＳやＷｅｂサ
イト、チラシを活用したデジタルPR技術を身に付け、新たな価値を提供できる人材
を育成する。

訓 練 概 要

委託訓練カリキュラム

訓 練 の 種 別
（該当する項目は「✓」印）

資格の取得をめざす訓練
デジタル職場実習又は

職場見学等を実施する訓練

訓 練 科 名
未経験から学ぶ企画・広報スキル＋デ
ザイン思考養成科（６か月）【20人定員】 就職先の

職務・仕事

訓 練 期 間 ( 定 員 ) ６か月（２０人）

【訓練修了後に受験できる関連資格欄の注意点】

・訓練受講により習得する技能及びこれに関する知識によって

訓練修了者が総じて合格できる資格であること

・訓練修了時に資格試験の受験要件を満たす資格であること

【カリキュラム記入上の注意点】

・Ａ４版片面１枚に収めること

・安全衛生について科目に関連した内容で３時間設定すること

・受講生の就職後を見据え、働くことの基本ルールに関する講義

を３時間設定すること

・就職支援に関する訓練時間については、知識等習得コース仕様

書「８ 訓練内容」において府が示す必要な講義時間数を設定す

ること

・「※」の欄については、R01からR12の科目はプルダウンメ

ニューから「ＤＳＳ」を、R13からR37の科目は「ＤＬ」を選択

すること

・R01からR12の各科目において「ＤＸ推進スキル標準対応

チェックシート」（様式第A-19号）に掲載するＤＳＳの学習項目

に関連する訓練内容がある場合は、該当する訓練内容の「ＤＳ

Ｓ」欄に「○」を記載すること。「ＤＸ推進スキル標準対応

チェックシート（様式第A-19号）」のＡからＤのカテゴリーの

うち、複数カテゴリーの「訓練カリキュラムチェック（✓）」欄

に、「✓」が記入されている場合は訓練概要欄の末尾に【ＤＳＳ

対応】と記載すること

※Ａのカテゴリーだけに「✓」が記入される場合などは、何も記

載しない



R11

（知識等習得コース） 様式第Ａ－10号

※ 時　間

3

3

訓練時間総合計 6 時間

学科 6 時間 実技 0 時間 0 時間

実
技

就
職
支
援

安全衛生

働くことの基本ルール

訓 練 修 了 後 に
受験できる関連資格
※ 受験料 別 途 自己 負担

　名称（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）認定機関（　　　　　　　　　　　　　　）
　名称（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）認定機関（　　　　　　　　　　　　　　）
　名称（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）認定機関（　　　　　　　　　　　　　　）
　名称（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）認定機関（　　　　　　　　　　　　　　）
　名称（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）認定機関（　　　　　　　　　　　　　　）

訓
　
　
　
　
練
　
　
　
　
内
　
　
　
容

科　　　　目 科　目　の　内　容

学
科

訓 練 受 講 生 の 条 件
Excelの関数を使った簡単な計算ができ、一般的な事務作業に求められる通常の
速度（Wordで1分間に50文字程度）で文字入力ができる。

訓 練 目 標
（ 仕 上 が り 像 ）

（自由設定）
※詳細については、知識等習得コース仕様書８ 訓練内容＜R11及びR12デジタル人材育
成科（自由提案）の科目について＞を参考にすること

訓 練 概 要

委託訓練カリキュラム

訓 練 の 種 別
（該当する項目は「✓」印）

資格の取得をめざす訓練
デジタル職場実習又は

職場見学等を実施する訓練

訓 練 科 名 デジタル人材育成科（自由提案）
就職先の
職務・仕事

訓 練 期 間 ( 定 員 ) ３か月から６か月（３０人）

【訓練修了後に受験できる関連資格欄の注意点】

・訓練受講により習得する技能及びこれに関する知識によって訓

練修了者が総じて合格できる資格であること

・訓練修了時に資格試験の受験要件を満たす資格であること

【カリキュラム記入上の注意点】

・Ａ４版片面１枚に収めること

・安全衛生について科目に関連した内容で３時間設定すること

・受講生の就職後を見据え、働くことの基本ルールに関する講義

を３時間設定すること

・就職支援に関する訓練時間については、知識等習得コース仕様

書「８ 訓練内容」において府が示す必要な講義時間数を設定す

ること

・「※」の欄については、R01からR12の科目はプルダウンメ

ニューから「ＤＳＳ」を、R13からR37の科目は「ＤＬ」を選択

すること

・R01からR12の各科目において「ＤＸ推進スキル標準対応

チェックシート」（様式第A-19号）に掲載するＤＳＳの学習項目

に関連する訓練内容がある場合は、該当する訓練内容の「ＤＳ

Ｓ」欄に「○」を記載すること。「ＤＸ推進スキル標準対応

チェックシート（様式第A-19号）」のＡからＤのカテゴリーの

うち、複数カテゴリーの「訓練カリキュラムチェック（✓）」欄

に、「✓」が記入されている場合は訓練概要欄の末尾に【ＤＳＳ

対応】と記載すること

※Ａのカテゴリーだけに「✓」が記入される場合などは、何も記

載しない



R12

（知識等習得コース） 様式第Ａ－10号

※ 時　間

3

3

訓練時間総合計 6 時間

学科 6 時間 実技 0 時間 就職支援 0 時間

実
技

就
職
支
援

安全衛生

働くことの基本ルール

訓 練 修 了 後 に
受験できる関連資格
※ 受験料 別 途 自己 負担

　名称（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）認定機関（　　　　　　　　　　　　　　）
　名称（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）認定機関（　　　　　　　　　　　　　　）
　名称（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）認定機関（　　　　　　　　　　　　　　）
　名称（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）認定機関（　　　　　　　　　　　　　　）
　名称（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）認定機関（　　　　　　　　　　　　　　）

訓
　
　
　
　
練
　
　
　
　
内
　
　
　
容

科　　　　目 科　目　の　内　容

学
科

訓 練 受 講 生 の 条 件
Excelの関数を使った簡単な計算ができ、一般的な事務作業に求められる通常の
速度（Wordで1分間に50文字程度）で文字入力ができる。

訓 練 目 標
（ 仕 上 が り 像 ）

（自由設定）
※詳細については、知識等習得コース仕様書８ 訓練内容＜R11及びR12デジタル人材育
成科（自由提案）の科目について＞を参考にすること

訓 練 概 要

委託訓練カリキュラム

訓 練 の 種 別
（該当する項目は「✓」印）

資格の取得をめざす訓練
デジタル職場実習又は

職場見学等を実施する訓練

訓 練 科 名
デジタル人材育成科（自由提案）【20

人定員】 就職先の
職務・仕事

訓 練 期 間 ( 定 員 ) ３か月から６か月（２０人）

【訓練修了後に受験できる関連資格欄の注意点】

・訓練受講により習得する技能及びこれに関する知識によって訓

練修了者が総じて合格できる資格であること

・訓練修了時に資格試験の受験要件を満たす資格であること

【カリキュラム記入上の注意点】

・Ａ４版片面１枚に収めること

・安全衛生について科目に関連した内容で３時間設定すること

・受講生の就職後を見据え、働くことの基本ルールに関する講義

を３時間設定すること

・就職支援に関する訓練時間については、知識等習得コース仕様

書「８ 訓練内容」において府が示す必要な講義時間数を設定す

ること

・「※」の欄については、R01からR12の科目はプルダウンメ

ニューから「ＤＳＳ」を、R13からR37の科目は「ＤＬ」を選択

すること

・R01からR12の各科目において「ＤＸ推進スキル標準対応

チェックシート」（様式第A-19号）に掲載するＤＳＳの学習項目

に関連する訓練内容がある場合は、該当する訓練内容の「ＤＳ

Ｓ」欄に「○」を記載すること。「ＤＸ推進スキル標準対応

チェックシート（様式第A-19号）」のＡからＤのカテゴリーの

うち、複数カテゴリーの「訓練カリキュラムチェック（✓）」欄

に、「✓」が記入されている場合は訓練概要欄の末尾に【ＤＳＳ

対応】と記載すること

※Ａのカテゴリーだけに「✓」が記入される場合などは、何も記

載しない



R13

（知識等習得コース） 様式第Ａ－10号

※ 時　間
必須
時間

8

11

8

11

8

8

8

4

90

5

2

3 3

3 3

訓練時間総合計 6 時間 169

学科 時間 実技 時間 就職支援 0 時間

就
職
支
援

こころとからだのしくみと生活
支援技術

振り返り

修了評価

独自カリキュラム

学
科

（
講
義

）

実
技

（

演
習

）

介護における尊厳の保持・自
立支援

介護の基本

老化の理解

認知症の理解

訓練受講生の条件 特になし

障がいの理解

訓 練 概 要

訓 練 修 了 後 に
受験できる関連資格
※受験料別途自己負担

　名称（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）認定機関（　　　　　　　　　　　　　　）
　名称（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）認定機関（　　　　　　　　　　　　　　）
　名称（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）認定機関（　　　　　　　　　　　　　　）

訓
　
　
　
　
練
　
　
　
　
内
　
　
　
容

科　　　　目 科　目　の　内　容

職務の理解

介護・福祉サービスの理解と
医療の連携

委託訓練カリキュラム

訓 練 の 種 別
（該当する項目は「✓」印）

資格の取得をめざす訓練
デジタル職場実習又は

職場見学等を実施する訓練

訓 練 科 名
介護職員初任者養成研修科（２か
月） 就職先の

職務・仕事
訓 練 期 間 ( 定 員 ) ２か月（３０人）

訓 練 目 標
（ 仕 上 が り 像 ）

介護職員初任者研修課程の修了を目的とし、介護に従事する者としての心構
えを始め、より実践的な知識・技能を習得する。

働くことの基本ルール

介護におけるコミュニケーショ
ン技術

訓 練 修 了 後 に
取 得 で き る 資 格

　名称（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）認定機関（　　　　　　　　　　　　　　）
　名称（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）認定機関（　　　　　　　　　　　　　　）
　名称（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）認定機関（　　　　　　　　　　　　　　）

安全衛生

【カリキュラム記入上の注意点】

・Ａ４版片面１枚に収めること

・安全衛生について科目に関連した内容で３時間設定すること

・受講生の就職後を見据え、働くことの基本ルールに関する講

義を３時間設定すること

・就職支援に関する訓練時間については、知識等習得コース仕

様書「８ 訓練内容」において府が示す必要な講義時間数を設

定すること

・「※」の欄については、R01からR12の科目はプルダウンメ

ニューから「ＤＳＳ」を、R13からR37の科目は「ＤＬ」を選

択すること

・R13からR37の各科目において訓練分野の特性に対応した基

礎的なデジタルリテラシーの要素を含むカリキュラムを１科目

以上設定すること

・基礎的なデジタルリテラシーの内容については、「企画提案

公募要領（別紙）ＤＸリテラシー標準の項目の一覧」を参考に

し、該当科目の「ＤＬ」欄に「〇」を記載すること

【訓練修了後に取得できる資格欄の注意点】

・訓練修了後に無条件で資格取得できる又は資格試験の受験要

件を満たす資格であること

【訓練修了後に受験できる関連資格欄の注意点】

・訓練受講により習得する技能及びこれに関する知識によって

訓練修了者が総じて合格できる資格であること

・訓練修了時に資格試験の受験要件を満たす資格であること



R14

（知識等習得コース） 様式第Ａ－10号

※ 時　間
必須
時間

8

11

8

11

8

8

8

4

90

5

2

3 3

3 3

訓練時間総合計 6 時間 169

学科 時間 実技 時間 就職支援 0 時間

働くことの基本ルール

独自カリキュラム

就
職
支
援

安全衛生

介護・福祉サービスの理解と
医療の連携

老化の理解

認知症の理解

障がいの理解

こころとからだのしくみと生活
支援技術

振り返り

訓練受講生の条件 特になし

訓 練 目 標
（ 仕 上 が り 像 ）

介護職員初任者研修課程の修了を目的とし、介護に従事する者としての心構えを始
め、より実践的な知識・技能を習得する。さらに、利用者や家族への精神的ケアが必
要とされる場において、周囲と連携し協力して仕事を進めることができる、コミュニケー
ションスキルを習得する。

訓 練 概 要

委託訓練カリキュラム

訓 練 の 種 別
（該当する項目は「✓」印）

資格の取得をめざす訓練
デジタル職場実習又は

職場見学等を実施する訓練

訓 練 科 名
介護職員初任者養成研修科＋コミュ
ニケーションスキル習得科（３か月）
【15人定員】

就職先の
職務・仕事

訓 練 期 間 ( 定 員 ) ３か月（１５人）

訓
　
　
　
　
練
　
　
　
　
内
　
　
　
容

訓 練 修 了 後 に
取 得 で き る 資 格

　名称（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）認定機関（　　　　　　　　　　　　　　）
　名称（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）認定機関（　　　　　　　　　　　　　　）
　名称（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）認定機関（　　　　　　　　　　　　　　）

学
科

（

講
義

）

実
技

（

演
習

）

職務の理解

介護における尊厳の保持・自
立支援

介護におけるコミュニケー
ション技術

訓 練 修 了 後 に
受験できる関連資格
※受験料別途自己負担

　名称（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）認定機関（　　　　　　　　　　　　　　）
　名称（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）認定機関（　　　　　　　　　　　　　　）
　名称（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）認定機関（　　　　　　　　　　　　　　）

科　　　　目 科　目　の　内　容

介護の基本

修了評価

【カリキュラム記入上の注意点】

・Ａ４版片面１枚に収めること

・安全衛生について科目に関連した内容で３時間設定するこ

と

・受講生の就職後を見据え、働くことの基本ルールに関する

講義を３時間設定すること

・就職支援に関する訓練時間については、知識等習得コース

仕様書「８ 訓練内容」において府が示す必要な講義時間数

を設定すること

・「※」の欄については、R01からR12の科目はプルダウンメ

ニューから「ＤＳＳ」を、R13からR37の科目は「ＤＬ」を選

択すること

・R13からR37の各科目において訓練分野の特性に対応した基

礎的なデジタルリテラシーの要素を含むカリキュラムを１科

目以上設定すること

・基礎的なデジタルリテラシーの内容については、「企画提

案公募要領（別紙）ＤＸリテラシー標準の項目の一覧」を参

考にし、該当科目の「ＤＬ」欄に「〇」を記載すること

【訓練修了後に取得できる資格欄の注意点】

・訓練修了後に無条件で資格取得できる又は資格試験の受験

要件を満たす資格であること

【訓練修了後に受験できる関連資格欄の注意点】

・訓練受講により習得する技能及びこれに関する知識によっ

て訓練修了者が総じて合格できる資格であること

・訓練修了時に資格試験の受験要件を満たす資格であること



R15

（知識等習得コース） 様式第Ａ－10号

※ 時間
必須
時間

5

5

30

10

20

20

20

30

20

25

45

20

60

10

20

10

20

10

20

60

3 3

3 3

6 時間 466

学科 時間 実技 時間 就職支援 0 時間

(17)認知症の理解Ⅱ

(２) 社会の理解Ⅰ

(３) 社会の理解Ⅱ

(６) コミュニケーション技術

(９) 介護過程Ⅰ

(10) 介護過程Ⅱ

(11) 介護過程Ⅲ（スクーリング）

(14) 発達と老化の理解Ⅰ

(15) 発達と老化の理解Ⅱ

(16)認知症の理解Ⅰ

(12) こころとからだのしくみⅠ

(13) こころとからだのしくみⅡ

(５) 介護の基本Ⅱ

(７) 生活支援技術Ⅰ

(８) 生活支援技術Ⅱ

科　　　　目 科　目　の　内　容

(１) 人間の尊厳と自立

訓
　
　
　
　
練
　
　
　
　
内
　
　
　
容

訓練時間総合計

就職支援

就職相談

就
職
支
援 独自カリキュラム

(４) 介護の基本Ⅰ

訓 練 修 了 後 に
受 験 で き る 関 連 資 格
※ 受 験 料 別途 自己 負担

　名称（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）認定機関（　　　　　　　　　　　　　　）
　名称（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）認定機関（　　　　　　　　　　　　　　）
　名称（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）認定機関（　　　　　　　　　　　　　　）

訓 練 修 了 後 に
取 得 で き る 資 格

　名称（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）認定機関（　　　　　　　　　　　　　　）
　名称（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）認定機関（　　　　　　　　　　　　　　）
　名称（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）認定機関（　　　　　　　　　　　　　　）

委託訓練カリキュラム

訓 練 の 種 別
（該当する項目は「✓」印）

資格の取得をめざす訓練
デジタル職場実習又は

職場見学等を実施する訓練

訓 練 科 名 介護福祉士実務者研修科（６か月）
就職先の
職務・仕事

訓 練 期 間 ( 定 員 ) ６か月（３０人）

訓 練 受 講 生 の 条 件 特になし

訓 練 目 標
（ 仕 上 が り 像 ）

介護に従事する者として必要な基礎から応用までの知識・技能を身につけるととも
に、実務者に必要とされる専門的な知識・技能を習得する。

訓 練 概 要

独自カリキュラム

独自カリキュラム

学
科

（

講
義

）

実
技

（

演
習

）

(21) 医療的ケア　演習

安全衛生

働くことの基本ルール

(18) 障がいの理解Ⅰ

(19) 障がいの理解Ⅱ

(20) 医療的ケア　講義

【カリキュラム記入上の注意点】

・Ａ４版片面１枚に収めること

・安全衛生について科目に関連した内容で３時間設定するこ

と

・受講生の就職後を見据え、働くことの基本ルールに関する

講義を３時間設定すること

・就職支援に関する訓練時間については、知識等習得コース

仕様書「８ 訓練内容」において府が示す必要な講義時間数

を設定すること

・「※」の欄については、R01からR12の科目はプルダウンメ

ニューから「ＤＳＳ」を、R13からR37の科目は「ＤＬ」を選

択すること

・R13からR37の各科目において訓練分野の特性に対応した基

礎的なデジタルリテラシーの要素を含むカリキュラムを１科

目以上設定すること

・基礎的なデジタルリテラシーの内容については、「企画提

案公募要領（別紙）ＤＸリテラシー標準の項目の一覧」を参

考にし、該当科目の「ＤＬ」欄に「〇」を記載すること

【訓練修了後に取得できる資格欄の注意点】

・訓練修了後に無条件で資格取得できる又は資格試験の受験

要件を満たす資格であること

【訓練修了後に受験できる関連資格欄の注意点】

・訓練受講により習得する技能及びこれに関する知識によっ

て訓練修了者が総じて合格できる資格であること

・訓練修了時に資格試験の受験要件を満たす資格であること



R16

（知識等習得コース） 様式第Ａ－10号

※ 時間
必須
時間

5

5

30

10

20

20

20

30

20

25

45

20

60

10

20

10

20

10

20

60

3 3

3 3

6 時間 466

学科 時間 実技 時間 就職支援 0 時間

委託訓練カリキュラム

訓 練 の 種 別
（該当する項目は「✓」印）

資格の取得をめざす訓練
デジタル職場実習又は

職場見学等を実施する訓練

訓 練 科 名
介護福祉士実務者研修科（６か月）
【20人定員】【地域枠】 就職先の

職務・仕事

訓 練 期 間 ( 定 員 ) ６か月（２０人）

訓 練 受 講 生 の 条 件 特になし

訓 練 目 標
（ 仕 上 が り 像 ）

介護に従事する者として必要な基礎から応用までの知識・技能を身につけるととも
に、実務者に必要とされる専門的な知識・技能を習得する。

訓 練 概 要

訓 練 修 了 後 に
取 得 で き る 資 格

　名称（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）認定機関（　　　　　　　　　　　　　　）
　名称（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）認定機関（　　　　　　　　　　　　　　）
　名称（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）認定機関（　　　　　　　　　　　　　　）

訓 練 修 了 後 に
受 験 で き る 関 連 資 格
※ 受 験 料 別途 自己 負担

　名称（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）認定機関（　　　　　　　　　　　　　　）
　名称（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）認定機関（　　　　　　　　　　　　　　）
　名称（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）認定機関（　　　　　　　　　　　　　　）

訓
　
　
　
　
練
　
　
　
　
内
　
　
　
容

科　　　　目 科　目　の　内　容

学
科

（

講
義

）

実
技

（

演
習

）

(１) 人間の尊厳と自立

(９) 介護過程Ⅰ

(２) 社会の理解Ⅰ

(３) 社会の理解Ⅱ

(４) 介護の基本Ⅰ

(５) 介護の基本Ⅱ

(６) コミュニケーション技術

(７) 生活支援技術Ⅰ

(８) 生活支援技術Ⅱ

(10) 介護過程Ⅱ

(11) 介護過程Ⅲ（スクーリング）

(12) こころとからだのしくみⅠ

(13) こころとからだのしくみⅡ

(14) 発達と老化の理解Ⅰ

(15) 発達と老化の理解Ⅱ

(16)認知症の理解Ⅰ

(17)認知症の理解Ⅱ

(18) 障がいの理解Ⅰ

(19) 障がいの理解Ⅱ

(20) 医療的ケア　講義

(21) 医療的ケア　演習

安全衛生

働くことの基本ルール

独自カリキュラム

訓練時間総合計

独自カリキュラム

就
職
支
援

就職支援

就職相談

独自カリキュラム

【カリキュラム記入上の注意点】

・Ａ４版片面１枚に収めること

・安全衛生について科目に関連した内容で３時間設定するこ

と

・受講生の就職後を見据え、働くことの基本ルールに関する

講義を３時間設定すること

・就職支援に関する訓練時間については、知識等習得コース

仕様書「８ 訓練内容」において府が示す必要な講義時間数

を設定すること

・「※」の欄については、R01からR12の科目はプルダウンメ

ニューから「ＤＳＳ」を、R13からR37の科目は「ＤＬ」を選

択すること

・R13からR37の各科目において訓練分野の特性に対応した基

礎的なデジタルリテラシーの要素を含むカリキュラムを１科

目以上設定すること

・基礎的なデジタルリテラシーの内容については、「企画提

案公募要領（別紙）ＤＸリテラシー標準の項目の一覧」を参

考にし、該当科目の「ＤＬ」欄に「〇」を記載すること

【訓練修了後に取得できる資格欄の注意点】

・訓練修了後に無条件で資格取得できる又は資格試験の受験

要件を満たす資格であること

【訓練修了後に受験できる関連資格欄の注意点】

・訓練受講により習得する技能及びこれに関する知識によっ

て訓練修了者が総じて合格できる資格であること

・訓練修了時に資格試験の受験要件を満たす資格であること



R17

（知識等習得コース） 様式第Ａ－10号

※ 時　間
必須
時間

8

11

8

11

8

8

8

4

90

5

2

3 3

3 3

訓練時間総合計 6 時間 169

学科 時間 実技 時間 就職支援 0 時間

委託訓練カリキュラム

訓 練 の 種 別
（該当する項目は「✓」印）

資格の取得をめざす訓練
デジタル職場実習又は

職場見学等を実施する訓練

訓 練 科 名
介護職員初任者養成研修科（２か
月）【20人定員】 就職先の

職務・仕事

訓 練 期 間 ( 定 員 ) ２か月（２０人）

訓練受講生の条件 特になし

訓 練 目 標
（ 仕 上 が り 像 ）

介護職員初任者研修課程の修了を目的とし、介護に従事する者としての心構
えを始め、より実践的な知識・技能を習得する。

訓 練 概 要

訓 練 修 了 後 に
取 得 で き る 資 格

　名称（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）認定機関（　　　　　　　　　　　　　　）
　名称（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）認定機関（　　　　　　　　　　　　　　）
　名称（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）認定機関（　　　　　　　　　　　　　　）

訓 練 修 了 後 に
受験できる関連資格
※受験料別途自己負担

　名称（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）認定機関（　　　　　　　　　　　　　　）
　名称（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）認定機関（　　　　　　　　　　　　　　）
　名称（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）認定機関（　　　　　　　　　　　　　　）

訓
　
　
　
　
練
　
　
　
　
内
　
　
　
容

科　　　　目 科　目　の　内　容

学
科

（
講
義

）

実
技

（

演
習

）

職務の理解

こころとからだのしくみと生活
支援技術

介護における尊厳の保持・自
立支援

介護の基本

介護・福祉サービスの理解と
医療の連携

介護におけるコミュニケーショ
ン技術

老化の理解

認知症の理解

障がいの理解

振り返り

修了評価

就
職
支
援

安全衛生

働くことの基本ルール

独自カリキュラム

【カリキュラム記入上の注意点】

・Ａ４版片面１枚に収めること

・安全衛生について科目に関連した内容で３時間設定すること

・受講生の就職後を見据え、働くことの基本ルールに関する講

義を３時間設定すること

・就職支援に関する訓練時間については、知識等習得コース仕

様書「８ 訓練内容」において府が示す必要な講義時間数を設

定すること

・「※」の欄については、R01からR12の科目はプルダウンメ

ニューから「ＤＳＳ」を、R13からR37の科目は「ＤＬ」を選

択すること

・R13からR37の各科目において訓練分野の特性に対応した基

礎的なデジタルリテラシーの要素を含むカリキュラムを１科目

以上設定すること

・基礎的なデジタルリテラシーの内容については、「企画提案

公募要領（別紙）ＤＸリテラシー標準の項目の一覧」を参考に

し、該当科目の「ＤＬ」欄に「〇」を記載すること

【訓練修了後に取得できる資格欄の注意点】

・訓練修了後に無条件で資格取得できる又は資格試験の受験

要件を満たす資格であること

【訓練修了後に受験できる関連資格欄の注意点】

・訓練受講により習得する技能及びこれに関する知識によっ

て訓練修了者が総じて合格できる資格であること

・訓練修了時に資格試験の受験要件を満たす資格であること



R18

（知識等習得コース） 様式第Ａ－10号

※ 時間
必須
時間

5

5

30

10

20

20

20

30

20

25

45

20

60

10

20

10

20

10

20

60

3 3

3 3

6 時間 466

学科 時間 実技 時間 就職支援 0 時間

委託訓練カリキュラム

訓 練 の 種 別
（該当する項目は「✓」印）

資格の取得をめざす訓練
デジタル職場実習又は

職場見学等を実施する訓練

訓 練 科 名
介護福祉士実務者研修科（６か月）
【20人定員】 就職先の

職務・仕事

訓 練 期 間 ( 定 員 ) ６か月（２０人）

訓 練 受 講 生 の 条 件 特になし

訓 練 目 標
（ 仕 上 が り 像 ）

介護に従事する者として必要な基礎から応用までの知識・技能を身につけるととも
に、実務者に必要とされる専門的な知識・技能を習得する。

訓 練 概 要

訓 練 修 了 後 に
取 得 で き る 資 格

　名称（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）認定機関（　　　　　　　　　　　　　　）
　名称（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）認定機関（　　　　　　　　　　　　　　）
　名称（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）認定機関（　　　　　　　　　　　　　　）

訓 練 修 了 後 に
受 験 で き る 関 連 資 格
※ 受 験 料 別途 自己 負担

　名称（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）認定機関（　　　　　　　　　　　　　　）
　名称（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）認定機関（　　　　　　　　　　　　　　）
　名称（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）認定機関（　　　　　　　　　　　　　　）

訓
　
　
　
　
練
　
　
　
　
内
　
　
　
容

科　　　　目 科　目　の　内　容

学
科

（

講
義

）

実
技

（

演
習

）

(１) 人間の尊厳と自立

(９) 介護過程Ⅰ

(２) 社会の理解Ⅰ

(３) 社会の理解Ⅱ

(４) 介護の基本Ⅰ

(５) 介護の基本Ⅱ

(６) コミュニケーション技術

(７) 生活支援技術Ⅰ

(８) 生活支援技術Ⅱ

(10) 介護過程Ⅱ

(11) 介護過程Ⅲ（スクーリング）

(12) こころとからだのしくみⅠ

(13) こころとからだのしくみⅡ

(14) 発達と老化の理解Ⅰ

(15) 発達と老化の理解Ⅱ

(16)認知症の理解Ⅰ

(17)認知症の理解Ⅱ

(18) 障がいの理解Ⅰ

(19) 障がいの理解Ⅱ

(20) 医療的ケア　講義

(21) 医療的ケア　演習

安全衛生

働くことの基本ルール

独自カリキュラム

訓練時間総合計

独自カリキュラム

就
職
支
援

就職支援

就職相談

独自カリキュラム

【カリキュラム記入上の注意点】

・Ａ４版片面１枚に収めること

・安全衛生について科目に関連した内容で３時間設定するこ

と

・受講生の就職後を見据え、働くことの基本ルールに関する

講義を３時間設定すること

・就職支援に関する訓練時間については、知識等習得コース

仕様書「８ 訓練内容」において府が示す必要な講義時間数

を設定すること

・「※」の欄については、R01からR12の科目はプルダウンメ

ニューから「ＤＳＳ」を、R13からR37の科目は「ＤＬ」を選

択すること

・R13からR37の各科目において訓練分野の特性に対応した基

礎的なデジタルリテラシーの要素を含むカリキュラムを１科

目以上設定すること

・基礎的なデジタルリテラシーの内容については、「企画提

案公募要領（別紙）ＤＸリテラシー標準の項目の一覧」を参

考にし、該当科目の「ＤＬ」欄に「〇」を記載すること

【訓練修了後に取得できる資格欄の注意点】

・訓練修了後に無条件で資格取得できる又は資格試験の受験

要件を満たす資格であること

【訓練修了後に受験できる関連資格欄の注意点】

・訓練受講により習得する技能及びこれに関する知識によっ

て訓練修了者が総じて合格できる資格であること

・訓練修了時に資格試験の受験要件を満たす資格であること



R19

（知識等習得コース） 様式第Ａ－10号

※ 時　間

3

3

訓練時間総合計 6 時間

学科 6 時間 実技 0 時間 就職支援 0 時間

委託訓練カリキュラム

訓 練 科 名
保育人材養成科（３か月）【20人
定員】 就職先の

職務・仕事

訓 練 期 間 ( 定 員 )

訓 練 の 種 別
（該当する項目は「✓」印）

資格の取得をめざす訓練
デジタル職場実習又は

職場見学等を実施する訓練

３か月（２０人）

訓 練 受 講 生 の 条 件 特になし

訓 練 目 標
（ 仕 上 が り 像 ）

保育所や児童福祉施設等で働くために必要な基礎知識をはじめ、保育原理や保
育の心理学、子どもの保健、食と栄養、保育実習理論等、保育士試験合格をめざ
すための知識・技能を習得する。また、地域において「子育て支援員」として活躍す
るために必要な知識・技能（子育て支援員研修の地域保育コース（地域型保育））
を習得する。

訓 練 概 要

訓 練 修 了 後 に
受験できる関連資格
※受験料別途 自己 負担

　名称（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）認定機関（　　　　　　　　　　　　　　）
　名称（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）認定機関（　　　　　　　　　　　　　　）
　名称（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）認定機関（　　　　　　　　　　　　　　）
　名称（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）認定機関（　　　　　　　　　　　　　　）
　名称（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）認定機関（　　　　　　　　　　　　　　）

訓
　
　
　
　
練
　
　
　
　
内
　
　
　
容

科　　　　目 科　目　の　内　容

学
科

安全衛生

働くことの基本ルール

就
職
支
援

実
技

【訓練修了後に受験できる関連資格欄の注意点】

・訓練受講により習得する技能及びこれに関する知識によって

訓練修了者が総じて合格できる資格であること

・訓練修了時に資格試験の受験要件を満たす資格であること

【カリキュラム記入上の注意点】

・Ａ４版片面１枚に収めること

・安全衛生について科目に関連した内容で３時間設定すること

・受講生の就職後を見据え、働くことの基本ルールに関する講

義を３時間設定すること

・就職支援に関する訓練時間については、知識等習得コース仕

様書「８ 訓練内容」において府が示す必要な講義時間数を設

定すること

・「※」の欄については、R01からR12の科目はプルダウンメ

ニューから「ＤＳＳ」を、R13からR37の科目は「ＤＬ」を選

択すること

・R13からR37の各科目において訓練分野の特性に対応した基

礎的なデジタルリテラシーの要素を含むカリキュラムを１科目

以上設定すること

・基礎的なデジタルリテラシーの内容については、「企画提案

公募要領（別紙）ＤＸリテラシー標準の項目の一覧」を参考に

し、該当科目の「ＤＬ」欄に「〇」を記載すること



R20

（知識等習得コース） 様式第Ａ－10号

※ 時　間

3

3

訓練時間総合計 6 時間

学科 6 時間 実技 0 時間 就職支援 0 時間

実
技

就
職
支
援

安全衛生

働くことの基本ルール

訓 練 修 了 後 に
受験できる関連資格
※受験料別途 自己 負担

　名称（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）認定機関（　　　　　　　　　　　　　　）
　名称（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）認定機関（　　　　　　　　　　　　　　）
　名称（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）認定機関（　　　　　　　　　　　　　　）
　名称（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）認定機関（　　　　　　　　　　　　　　）
　名称（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）認定機関（　　　　　　　　　　　　　　）

訓
　
　
　
　
練
　
　
　
　
内
　
　
　
容

科　　　　目 科　目　の　内　容

学
科

訓 練 受 講 生 の 条 件
文字入力ができ、簡単なパソコン操作ができる。
（インターネット検索、メールの送受信等）

訓 練 目 標
（ 仕 上 が り 像 ）

医療機関の事務職として従事する上で必要な基礎知識や接遇マナー等をはじめ、
社会保険及び医療保険制度の基礎知識、診療報酬請求事務にかかる基礎知識、
技能を習得するとともに、事務職に必要なパソコン知識とOAソフト（Word、Excel

等）の操作技法等を習得する。

訓 練 概 要

委託訓練カリキュラム

訓 練 の 種 別
（該当する項目は「✓」印）

資格の取得をめざす訓練
デジタル職場実習又は

職場見学等を実施する訓練

訓 練 科 名 医療事務＋ＯＡ基礎科（３か月）
就職先の
職務・仕事

訓 練 期 間 ( 定 員 ) ３か月（３０人）

【訓練修了後に受験できる関連資格欄の注意点】

・訓練受講により習得する技能及びこれに関する知識によって

訓練修了者が総じて合格できる資格であること

・訓練修了時に資格試験の受験要件を満たす資格であること

【カリキュラム記入上の注意点】

・Ａ４版片面１枚に収めること

・安全衛生について科目に関連した内容で３時間設定すること

・受講生の就職後を見据え、働くことの基本ルールに関する講

義を３時間設定すること

・就職支援に関する訓練時間については、知識等習得コース仕

様書「８ 訓練内容」において府が示す必要な講義時間数を設

定すること

・「※」の欄については、R01からR12の科目はプルダウンメ

ニューから「ＤＳＳ」を、R13からR37の科目は「ＤＬ」を選

択すること

・R13からR37の各科目において訓練分野の特性に対応した基

礎的なデジタルリテラシーの要素を含むカリキュラムを１科目

以上設定すること

・基礎的なデジタルリテラシーの内容については、「企画提案

公募要領（別紙）ＤＸリテラシー標準の項目の一覧」を参考に

し、該当科目の「ＤＬ」欄に「〇」を記載すること



R21

（知識等習得コース） 様式第Ａ－10号

※ 時　間

3

3

訓練時間総合計 6 時間

学科 6 時間 実技 0 時間 就職支援 0 時間

実
技

就
職
支
援

安全衛生

働くことの基本ルール

訓 練 修 了 後 に
受験できる関連資格
※受験料別途 自己 負担

　名称（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）認定機関（　　　　　　　　　　　　　　）
　名称（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）認定機関（　　　　　　　　　　　　　　）
　名称（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）認定機関（　　　　　　　　　　　　　　）
　名称（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）認定機関（　　　　　　　　　　　　　　）
　名称（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）認定機関（　　　　　　　　　　　　　　）

訓
　
　
　
　
練
　
　
　
　
内
　
　
　
容

科　　　　目 科　目　の　内　容

学
科

訓 練 受 講 生 の 条 件
文字入力ができ、簡単なパソコン操作ができる。
（インターネット検索、メールの送受信等）

訓 練 目 標
（ 仕 上 が り 像 ）

医療機関の事務職として従事する上で必要な基礎知識や接遇マナー等をはじめ、
社会保険及び医療保険制度の基礎知識、診療報酬請求事務にかかる基礎知識、
技能を習得するとともに、事務職に必要なパソコン知識とOAソフト（Word、Excel

等）の操作技法等を習得する。

訓 練 概 要

委託訓練カリキュラム

訓 練 の 種 別
（該当する項目は「✓」印）

資格の取得をめざす訓練
デジタル職場実習又は

職場見学等を実施する訓練

訓 練 科 名
医療事務＋ＯＡ基礎科（３か月）
【地域枠】 就職先の

職務・仕事
訓 練 期 間 ( 定 員 ) ３か月（３０人）

【訓練修了後に受験できる関連資格欄の注意点】

・訓練受講により習得する技能及びこれに関する知識によって

訓練修了者が総じて合格できる資格であること

・訓練修了時に資格試験の受験要件を満たす資格であること

【カリキュラム記入上の注意点】

・Ａ４版片面１枚に収めること

・安全衛生について科目に関連した内容で３時間設定すること

・受講生の就職後を見据え、働くことの基本ルールに関する講

義を３時間設定すること

・就職支援に関する訓練時間については、知識等習得コース仕

様書「８ 訓練内容」において府が示す必要な講義時間数を設

定すること

・「※」の欄については、R01からR12の科目はプルダウンメ

ニューから「ＤＳＳ」を、R13からR37の科目は「ＤＬ」を選

択すること

・R13からR37の各科目において訓練分野の特性に対応した基

礎的なデジタルリテラシーの要素を含むカリキュラムを１科目

以上設定すること

・基礎的なデジタルリテラシーの内容については、「企画提案

公募要領（別紙）ＤＸリテラシー標準の項目の一覧」を参考に

し、該当科目の「ＤＬ」欄に「〇」を記載すること



R22

（知識等習得コース） 様式第Ａ－10号

※ 時　間

3

3

訓練時間総合計 6 時間

学科 6 時間 実技 0 時間 就職支援 0 時間

実
技

就
職
支
援

安全衛生

働くことの基本ルール

訓 練 修 了 後 に
受験できる関連資格
※受験料別途 自己 負担

　名称（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）認定機関（　　　　　　　　　　　　　　）
　名称（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）認定機関（　　　　　　　　　　　　　　）
　名称（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）認定機関（　　　　　　　　　　　　　　）
　名称（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）認定機関（　　　　　　　　　　　　　　）
　名称（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）認定機関（　　　　　　　　　　　　　　）

訓
　
　
　
　
練
　
　
　
　
内
　
　
　
容

科　　　　目 科　目　の　内　容

学
科

訓 練 受 講 生 の 条 件
文字入力ができ、簡単なパソコン操作ができる。
（インターネット検索、メールの送受信等）

訓 練 目 標
（ 仕 上 が り 像 ）

医療機関等における窓口業務、案内、診療報酬請求事務が行える全般的な基礎
知識を身につけるとともに、医師事務作業補助者として従事できる知識を習得す
る。

訓 練 概 要

委託訓練カリキュラム

訓 練 の 種 別
（該当する項目は「✓」印）

資格の取得をめざす訓練
デジタル職場実習又は

職場見学等を実施する訓練

訓 練 科 名
医師事務作業補助者（ドクターズ
医療クラーク）養成科（４か月） 就職先の

職務・仕事

訓 練 期 間 ( 定 員 ) ４か月（３０人）

【訓練修了後に受験できる関連資格欄の注意点】

・訓練受講により習得する技能及びこれに関する知識によって

訓練修了者が総じて合格できる資格であること

・訓練修了時に資格試験の受験要件を満たす資格であること

【カリキュラム記入上の注意点】

・Ａ４版片面１枚に収めること

・安全衛生について科目に関連した内容で３時間設定すること

・受講生の就職後を見据え、働くことの基本ルールに関する講

義を３時間設定すること

・就職支援に関する訓練時間については、知識等習得コース仕

様書「８ 訓練内容」において府が示す必要な講義時間数を設

定すること

・「※」の欄については、R01からR12の科目はプルダウンメ

ニューから「ＤＳＳ」を、R13からR37の科目は「ＤＬ」を選

択すること

・R13からR37の各科目において訓練分野の特性に対応した基

礎的なデジタルリテラシーの要素を含むカリキュラムを１科目

以上設定すること

・基礎的なデジタルリテラシーの内容については、「企画提案

公募要領（別紙）ＤＸリテラシー標準の項目の一覧」を参考に

し、該当科目の「ＤＬ」欄に「〇」を記載すること



R23

（知識等習得コース） 様式第Ａ－10号

※ 時　間

3

3

訓練時間総合計 6 時間

学科 6 時間 実技 0 時間 就職支援 0 時間

実
技

就
職
支
援

安全衛生

働くことの基本ルール

訓 練 修 了 後 に
受験できる関連資格
※受験料別途 自己 負担

　名称（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）認定機関（　　　　　　　　　　　　　　）
　名称（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）認定機関（　　　　　　　　　　　　　　）
　名称（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）認定機関（　　　　　　　　　　　　　　）
　名称（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）認定機関（　　　　　　　　　　　　　　）
　名称（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）認定機関（　　　　　　　　　　　　　　）

訓
　
　
　
　
練
　
　
　
　
内
　
　
　
容

科　　　　目 科　目　の　内　容

学
科

訓 練 受 講 生 の 条 件
文字入力ができ、簡単なパソコン操作ができる。
（インターネット検索、メールの送受信等）

訓 練 目 標
（ 仕 上 が り 像 ）

医療事務で求められる診療報酬請求事務の知識や調剤事務の知識を習得し、診
療科目に関わらず幅広く学び、医療の様々な分野で従事することができる知識を
習得する。

訓 練 概 要

委託訓練カリキュラム

訓 練 の 種 別
（該当する項目は「✓」印）

資格の取得をめざす訓練
デジタル職場実習又は

職場見学等を実施する訓練

訓 練 科 名 医療総合・調剤事務科（４か月）
就職先の
職務・仕事

訓 練 期 間 ( 定 員 ) ４か月（３０人）

【訓練修了後に受験できる関連資格欄の注意点】

・訓練受講により習得する技能及びこれに関する知識によって

訓練修了者が総じて合格できる資格であること

・訓練修了時に資格試験の受験要件を満たす資格であること

【カリキュラム記入上の注意点】

・Ａ４版片面１枚に収めること

・安全衛生について科目に関連した内容で３時間設定すること

・受講生の就職後を見据え、働くことの基本ルールに関する講

義を３時間設定すること

・就職支援に関する訓練時間については、知識等習得コース仕

様書「８ 訓練内容」において府が示す必要な講義時間数を設

定すること

・「※」の欄については、R01からR12の科目はプルダウンメ

ニューから「ＤＳＳ」を、R13からR37の科目は「ＤＬ」を選

択すること

・R13からR37の各科目において訓練分野の特性に対応した基

礎的なデジタルリテラシーの要素を含むカリキュラムを１科目

以上設定すること

・基礎的なデジタルリテラシーの内容については、「企画提案

公募要領（別紙）ＤＸリテラシー標準の項目の一覧」を参考に

し、該当科目の「ＤＬ」欄に「〇」を記載すること



R24

（知識等習得コース） 様式第Ａ－10号

※ 時　間

3

3

訓練時間総合計 6 時間

学科 6 時間 実技 0 時間 就職支援 0 時間

実
技

就
職
支
援

安全衛生

働くことの基本ルール

訓 練 修 了 後 に
受験できる関連資格
※受験料別途 自己 負担

　名称（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）認定機関（　　　　　　　　　　　　　　）
　名称（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）認定機関（　　　　　　　　　　　　　　）
　名称（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）認定機関（　　　　　　　　　　　　　　）
　名称（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）認定機関（　　　　　　　　　　　　　　）
　名称（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）認定機関（　　　　　　　　　　　　　　）

訓
　
　
　
　
練
　
　
　
　
内
　
　
　
容

科　　　　目 科　目　の　内　容

学
科

訓 練 受 講 生 の 条 件
文字入力ができ、簡単なパソコン操作ができる。
（インターネット検索、メールの送受信等）

訓 練 目 標
（ 仕 上 が り 像 ）

企業の総務・経理事務職に必要な労務・社会保険実務や給与事務等の知識を習
得するとともに、商業簿記の記帳から決算処理までの一連の知識及び会計ソフト
の操作技能を習得する。

訓 練 概 要

委託訓練カリキュラム

訓 練 の 種 別
（該当する項目は「✓」印）

資格の取得をめざす訓練
デジタル職場実習又は

職場見学等を実施する訓練

訓 練 科 名 総務・経理事務科（３か月）
就職先の
職務・仕事

訓 練 期 間 ( 定 員 ) ３か月（３０人）

【訓練修了後に受験できる関連資格欄の注意点】

・訓練受講により習得する技能及びこれに関する知識によって

訓練修了者が総じて合格できる資格であること

・訓練修了時に資格試験の受験要件を満たす資格であること

【カリキュラム記入上の注意点】

・Ａ４版片面１枚に収めること

・安全衛生について科目に関連した内容で３時間設定すること

・受講生の就職後を見据え、働くことの基本ルールに関する講

義を３時間設定すること

・就職支援に関する訓練時間については、知識等習得コース仕

様書「８ 訓練内容」において府が示す必要な講義時間数を設

定すること

・「※」の欄については、R01からR12の科目はプルダウンメ

ニューから「ＤＳＳ」を、R13からR37の科目は「ＤＬ」を選

択すること

・R13からR37の各科目において訓練分野の特性に対応した基

礎的なデジタルリテラシーの要素を含むカリキュラムを１科目

以上設定すること

・基礎的なデジタルリテラシーの内容については、「企画提案

公募要領（別紙）ＤＸリテラシー標準の項目の一覧」を参考に

し、該当科目の「ＤＬ」欄に「〇」を記載すること



R25

（知識等習得コース） 様式第Ａ－10号

※ 時　間

3

3

訓練時間総合計 6 時間

学科 6 時間 実技 0 時間 就職支援 0 時間

実
技

就
職
支
援

安全衛生

働くことの基本ルール

訓 練 修 了 後 に
受験できる関連資格
※受験料別途 自己 負担

　名称（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）認定機関（　　　　　　　　　　　　　　）
　名称（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）認定機関（　　　　　　　　　　　　　　）
　名称（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）認定機関（　　　　　　　　　　　　　　）
　名称（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）認定機関（　　　　　　　　　　　　　　）
　名称（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）認定機関（　　　　　　　　　　　　　　）

訓
　
　
　
　
練
　
　
　
　
内
　
　
　
容

科　　　　目 科　目　の　内　容

学
科

訓 練 受 講 生 の 条 件
文字入力ができ、簡単なパソコン操作ができる。
（インターネット検索、メールの送受信等）

訓 練 目 標
（ 仕 上 が り 像 ）

企業の総務・経理事務職に必要な労務・社会保険実務や給与事務等の知識を習
得するとともに、商業簿記の記帳から決算処理までの一連の知識及び会計ソフト
の操作技能を習得する。

訓 練 概 要

委託訓練カリキュラム

訓 練 の 種 別
（該当する項目は「✓」印）

資格の取得をめざす訓練
デジタル職場実習又は

職場見学等を実施する訓練

訓 練 科 名
総務・経理事務科（３か月）【地域
枠】 就職先の

職務・仕事

訓 練 期 間 ( 定 員 ) ３か月（３０人）

【訓練修了後に受験できる関連資格欄の注意点】

・訓練受講により習得する技能及びこれに関する知識によって

訓練修了者が総じて合格できる資格であること

・訓練修了時に資格試験の受験要件を満たす資格であること

【カリキュラム記入上の注意点】

・Ａ４版片面１枚に収めること

・安全衛生について科目に関連した内容で３時間設定すること

・受講生の就職後を見据え、働くことの基本ルールに関する講

義を３時間設定すること

・就職支援に関する訓練時間については、知識等習得コース仕

様書「８ 訓練内容」において府が示す必要な講義時間数を設

定すること

・「※」の欄については、R01からR12の科目はプルダウンメ

ニューから「ＤＳＳ」を、R13からR37の科目は「ＤＬ」を選

択すること

・R13からR37の各科目において訓練分野の特性に対応した基

礎的なデジタルリテラシーの要素を含むカリキュラムを１科目

以上設定すること

・基礎的なデジタルリテラシーの内容については、「企画提案

公募要領（別紙）ＤＸリテラシー標準の項目の一覧」を参考に

し、該当科目の「ＤＬ」欄に「〇」を記載すること



R26

（知識等習得コース） 様式第Ａ－10号

※ 時　間

3

3

訓練時間総合計 6 時間

学科 6 時間 実技 0 時間 就職支援 0 時間

実
技

就
職
支
援

安全衛生

働くことの基本ルール

訓 練 修 了 後 に
受験できる関連資格
※受験料別途 自己 負担

　名称（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）認定機関（　　　　　　　　　　　　　　）
　名称（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）認定機関（　　　　　　　　　　　　　　）
　名称（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）認定機関（　　　　　　　　　　　　　　）
　名称（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）認定機関（　　　　　　　　　　　　　　）
　名称（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）認定機関（　　　　　　　　　　　　　　）

訓
　
　
　
　
練
　
　
　
　
内
　
　
　
容

科　　　　目 科　目　の　内　容

学
科

訓 練 受 講 生 の 条 件
文字入力ができ、簡単なパソコン操作ができる。
（インターネット検索、メールの送受信等）

訓 練 目 標
（ 仕 上 が り 像 ）

企業経理事務部門の即戦力として、必要な会計知識をはじめ、企業会計に関する
基礎理論や、実践的な会計処理（商業簿記・工業簿記・原価計算等）に関する知
識・技能、会計ソフト等の操作技術を習得する。

訓 練 概 要

委託訓練カリキュラム

訓 練 の 種 別
（該当する項目は「✓」印）

資格の取得をめざす訓練
デジタル職場実習又は

職場見学等を実施する訓練

訓 練 科 名 経理事務専攻科（４か月）
就職先の
職務・仕事

訓 練 期 間 ( 定 員 ) ４か月（３０人）

【訓練修了後に受験できる関連資格欄の注意点】

・訓練受講により習得する技能及びこれに関する知識によって

訓練修了者が総じて合格できる資格であること

・訓練修了時に資格試験の受験要件を満たす資格であること

【カリキュラム記入上の注意点】

・Ａ４版片面１枚に収めること

・安全衛生について科目に関連した内容で３時間設定すること

・受講生の就職後を見据え、働くことの基本ルールに関する講

義を３時間設定すること

・就職支援に関する訓練時間については、知識等習得コース仕

様書「８ 訓練内容」において府が示す必要な講義時間数を設

定すること

・「※」の欄については、R01からR12の科目はプルダウンメ

ニューから「ＤＳＳ」を、R13からR37の科目は「ＤＬ」を選

択すること

・R13からR37の各科目において訓練分野の特性に対応した基

礎的なデジタルリテラシーの要素を含むカリキュラムを１科目

以上設定すること

・基礎的なデジタルリテラシーの内容については、「企画提案

公募要領（別紙）ＤＸリテラシー標準の項目の一覧」を参考に

し、該当科目の「ＤＬ」欄に「〇」を記載すること



R27

（知識等習得コース） 様式第Ａ－10号

※ 時　間

3

3

訓練時間総合計 6 時間

学科 6 時間 実技 0 時間 就職支援 0 時間

実
技

就
職
支
援

安全衛生

働くことの基本ルール

訓 練 修 了 後 に
受験できる関連資格
※受験料別途 自己 負担

　名称（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）認定機関（　　　　　　　　　　　　　　）
　名称（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）認定機関（　　　　　　　　　　　　　　）
　名称（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）認定機関（　　　　　　　　　　　　　　）
　名称（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）認定機関（　　　　　　　　　　　　　　）
　名称（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）認定機関（　　　　　　　　　　　　　　）

訓
　
　
　
　
練
　
　
　
　
内
　
　
　
容

科　　　　目 科　目　の　内　容

学
科

訓 練 受 講 生 の 条 件
文字入力ができ、簡単なパソコン操作ができる。
（インターネット検索、メールの送受信等）

訓 練 目 標
（ 仕 上 が り 像 ）

企業の人事・労務部門で働くために必要な労働関連法規に関する知識をはじめ、
社会保険や労働保険に関する各種手続き、社内各種規定の作成等、人事労務管
理実務に関する幅広い知識・技能を習得する。

訓 練 概 要

委託訓練カリキュラム

訓 練 の 種 別
（該当する項目は「✓」印）

資格の取得をめざす訓練
デジタル職場実習又は

職場見学等を実施する訓練

訓 練 科 名 人事・労務管理事務科（４か月）
就職先の
職務・仕事

訓 練 期 間 ( 定 員 ) ４か月（３０人）

【訓練修了後に受験できる関連資格欄の注意点】

・訓練受講により習得する技能及びこれに関する知識によって

訓練修了者が総じて合格できる資格であること

・訓練修了時に資格試験の受験要件を満たす資格であること

【カリキュラム記入上の注意点】

・Ａ４版片面１枚に収めること

・安全衛生について科目に関連した内容で３時間設定すること

・受講生の就職後を見据え、働くことの基本ルールに関する講

義を３時間設定すること

・就職支援に関する訓練時間については、知識等習得コース仕

様書「８ 訓練内容」において府が示す必要な講義時間数を設

定すること

・「※」の欄については、R01からR12の科目はプルダウンメ

ニューから「ＤＳＳ」を、R13からR37の科目は「ＤＬ」を選

択すること

・R13からR37の各科目において訓練分野の特性に対応した基

礎的なデジタルリテラシーの要素を含むカリキュラムを１科目

以上設定すること

・基礎的なデジタルリテラシーの内容については、「企画提案

公募要領（別紙）ＤＸリテラシー標準の項目の一覧」を参考に

し、該当科目の「ＤＬ」欄に「〇」を記載すること



R28

（知識等習得コース） 様式第Ａ－10号

※ 時　間

3

3

訓練時間総合計 6 時間

学科 6 時間 実技 0 時間 就職支援 0 時間

委託訓練カリキュラム

訓 練 科 名
パソコンスキル習得科（３か月）
【40歳以上の方対象】 就職先の

職務・仕事

訓 練 期 間 ( 定 員 )

訓 練 の 種 別
（該当する項目は「✓」印）

資格の取得をめざす訓練
デジタル職場実習又は

職場見学等を実施する訓練

３か月（３０人）

訓 練 受 講 生 の 条 件
文字入力ができ、簡単なパソコン操作ができる。
（インターネット検索、メールの送受信等）

訓 練 目 標
（ 仕 上 が り 像 ）

パソコンの基本操作に加えて、ＷｏｒｄやＥｘｃｅｌ等の操作方法を学ぶことにより、幅
広い業種・職種において役立つ汎用性の高いパソコンスキルを習得する。

訓 練 概 要

訓 練 修 了 後 に
受験できる関連資格
※受験料別途 自己 負担

　名称（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）認定機関（　　　　　　　　　　　　　　）
　名称（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）認定機関（　　　　　　　　　　　　　　）
　名称（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）認定機関（　　　　　　　　　　　　　　）
　名称（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）認定機関（　　　　　　　　　　　　　　）
　名称（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）認定機関（　　　　　　　　　　　　　　）

訓
　
　
　
　
練
　
　
　
　
内
　
　
　
容

科　　　　目 科　目　の　内　容

学
科

安全衛生

働くことの基本ルール

就
職
支
援

実
技

【訓練修了後に受験できる関連資格欄の注意点】

・訓練受講により習得する技能及びこれに関する知識によって

訓練修了者が総じて合格できる資格であること

・訓練修了時に資格試験の受験要件を満たす資格であること

【カリキュラム記入上の注意点】

・Ａ４版片面１枚に収めること

・安全衛生について科目に関連した内容で３時間設定すること

・受講生の就職後を見据え、働くことの基本ルールに関する講

義を３時間設定すること

・就職支援に関する訓練時間については、知識等習得コース仕

様書「８ 訓練内容」において府が示す必要な講義時間数を設

定すること

・「※」の欄については、R01からR12の科目はプルダウンメ

ニューから「ＤＳＳ」を、R13からR37の科目は「ＤＬ」を選

択すること

・R13からR37の各科目において訓練分野の特性に対応した基

礎的なデジタルリテラシーの要素を含むカリキュラムを１科目

以上設定すること

・基礎的なデジタルリテラシーの内容については、「企画提案

公募要領（別紙）ＤＸリテラシー標準の項目の一覧」を参考に

し、該当科目の「ＤＬ」欄に「〇」を記載すること



R29

（知識等習得コース） 様式第Ａ－10号

※ 時　間

3

3

訓練時間総合計 6 時間

学科 6 時間 実技 0 時間 就職支援 0 時間

実
技

就
職
支
援

安全衛生

働くことの基本ルール

訓 練 修 了 後 に
受験できる関連資格
※受験料別途 自己 負担

　名称（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）認定機関（　　　　　　　　　　　　　　）
　名称（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）認定機関（　　　　　　　　　　　　　　）
　名称（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）認定機関（　　　　　　　　　　　　　　）
　名称（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）認定機関（　　　　　　　　　　　　　　）
　名称（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）認定機関（　　　　　　　　　　　　　　）

訓
　
　
　
　
練
　
　
　
　
内
　
　
　
容

科　　　　目 科　目　の　内　容

学
科

訓 練 受 講 生 の 条 件
文字入力ができ、簡単なパソコン操作ができる（インターネット検索、メールの送受
信等）かつ、中学卒業程度の英語能力を有すること

訓 練 目 標
（ 仕 上 が り 像 ）

貿易実務に関する基礎知識をはじめ、流通や貿易の概論、通関手続き、貿易実務
を進めるために必要な外国語知識（貿易実務検定Ｃ級）、ビジネスレターや貿易に
関する各種書類作成に必要な知識・技能を習得する。

訓 練 概 要

委託訓練カリキュラム

訓 練 の 種 別
（該当する項目は「✓」印）

資格の取得をめざす訓練
デジタル職場実習又は

職場見学等を実施する訓練

訓 練 科 名 貿易実務科（３か月）
就職先の
職務・仕事

訓 練 期 間 ( 定 員 ) ３か月（３０人）

【訓練修了後に受験できる関連資格欄の注意点】

・訓練受講により習得する技能及びこれに関する知識によって

訓練修了者が総じて合格できる資格であること

・訓練修了時に資格試験の受験要件を満たす資格であること

【カリキュラム記入上の注意点】

・Ａ４版片面１枚に収めること

・安全衛生について科目に関連した内容で３時間設定すること

・受講生の就職後を見据え、働くことの基本ルールに関する講

義を３時間設定すること

・就職支援に関する訓練時間については、知識等習得コース仕

様書「８ 訓練内容」において府が示す必要な講義時間数を設

定すること

・「※」の欄については、R01からR12の科目はプルダウンメ

ニューから「ＤＳＳ」を、R13からR37の科目は「ＤＬ」を選

択すること

・R13からR37の各科目において訓練分野の特性に対応した基

礎的なデジタルリテラシーの要素を含むカリキュラムを１科目

以上設定すること

・基礎的なデジタルリテラシーの内容については、「企画提案

公募要領（別紙）ＤＸリテラシー標準の項目の一覧」を参考に

し、該当科目の「ＤＬ」欄に「〇」を記載すること



R30

（知識等習得コース） 様式第Ａ－10号

※ 時　間

3

3

訓練時間総合計 6 時間

学科 6 時間 実技 0 時間 就職支援 0 時間

実
技

就
職
支
援

安全衛生

働くことの基本ルール

訓 練 修 了 後 に
受験できる関連資格
※受験料別途 自己 負担

　名称（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）認定機関（　　　　　　　　　　　　　　）
　名称（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）認定機関（　　　　　　　　　　　　　　）
　名称（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）認定機関（　　　　　　　　　　　　　　）
　名称（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）認定機関（　　　　　　　　　　　　　　）
　名称（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）認定機関（　　　　　　　　　　　　　　）

訓
　
　
　
　
練
　
　
　
　
内
　
　
　
容

科　　　　目 科　目　の　内　容

学
科

訓 練 受 講 生 の 条 件 特になし

訓 練 目 標
（ 仕 上 が り 像 ）

商業施設・大型ビル・学校・ホテル等、多様な施設において施設警備員として必要
とされる、監視業務、出入管理業務、開閉館業務、巡回業務や警報システム等の
操作方法や事務作業で求められる汎用性の高い基本的なパソコンスキル等、即
戦力として活躍することができる、実務的知識や技能を習得する。

訓 練 概 要

委託訓練カリキュラム

訓 練 の 種 別
（該当する項目は「✓」印）

資格の取得をめざす訓練
デジタル職場実習又は

職場見学等を実施する訓練

訓 練 科 名
施設警備員養成科（２か月）【10

人定員】 就職先の
職務・仕事

訓 練 期 間 ( 定 員 ) ２か月（１０人）

【訓練修了後に受験できる関連資格欄の注意点】

・訓練受講により習得する技能及びこれに関する知識によって

訓練修了者が総じて合格できる資格であること

・訓練修了時に資格試験の受験要件を満たす資格であること

【カリキュラム記入上の注意点】

・Ａ４版片面１枚に収めること

・安全衛生について科目に関連した内容で３時間設定すること

・受講生の就職後を見据え、働くことの基本ルールに関する講

義を３時間設定すること

・就職支援に関する訓練時間については、知識等習得コース仕

様書「８ 訓練内容」において府が示す必要な講義時間数を設

定すること

・「※」の欄については、R01からR12の科目はプルダウンメ

ニューから「ＤＳＳ」を、R13からR37の科目は「ＤＬ」を選

択すること

・R13からR37の各科目において訓練分野の特性に対応した基

礎的なデジタルリテラシーの要素を含むカリキュラムを１科目

以上設定すること

・基礎的なデジタルリテラシーの内容については、「企画提案

公募要領（別紙）ＤＸリテラシー標準の項目の一覧」を参考に

し、該当科目の「ＤＬ」欄に「〇」を記載すること



R31

（知識等習得コース） 様式第Ａ－10号

※ 時　間

3

3

訓練時間総合計 6 時間

学科 6 時間 実技 0 時間 就職支援 0 時間

実
技

就
職
支
援

安全衛生

働くことの基本ルール

訓 練 修 了 後 に
受験できる関連資格
※受験料別途 自己 負担

　名称（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）認定機関（　　　　　　　　　　　　　　）
　名称（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）認定機関（　　　　　　　　　　　　　　）
　名称（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）認定機関（　　　　　　　　　　　　　　）
　名称（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）認定機関（　　　　　　　　　　　　　　）
　名称（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）認定機関（　　　　　　　　　　　　　　）

訓
　
　
　
　
練
　
　
　
　
内
　
　
　
容

科　　　　目 科　目　の　内　容

学
科

訓 練 受 講 生 の 条 件
文字入力ができ、Word、Excel等の基本的なパソコン操作ができる。
（Word、Excel等を用いた文書や表作成等）

訓 練 目 標
（ 仕 上 が り 像 ）

建築設計事務所等で働くために必要な建築の基礎知識をはじめ、建物の設計図
面の作成やＣＡＤ製図手法等、実践的なトレース技能を習得する。

訓 練 概 要

委託訓練カリキュラム

訓 練 の 種 別
（該当する項目は「✓」印）

資格の取得をめざす訓練
デジタル職場実習又は

職場見学等を実施する訓練

訓 練 科 名
建築ＣＡＤオペレーター科（３か
月） 就職先の

職務・仕事

訓 練 期 間 ( 定 員 ) ３か月（３０人）

【訓練修了後に受験できる関連資格欄の注意点】

・訓練受講により習得する技能及びこれに関する知識によって

訓練修了者が総じて合格できる資格であること

・訓練修了時に資格試験の受験要件を満たす資格であること

【カリキュラム記入上の注意点】

・Ａ４版片面１枚に収めること

・安全衛生について科目に関連した内容で３時間設定すること

・受講生の就職後を見据え、働くことの基本ルールに関する講

義を３時間設定すること

・就職支援に関する訓練時間については、知識等習得コース仕

様書「８ 訓練内容」において府が示す必要な講義時間数を設

定すること

・「※」の欄については、R01からR12の科目はプルダウンメ

ニューから「ＤＳＳ」を、R13からR37の科目は「ＤＬ」を選

択すること

・R13からR37の各科目において訓練分野の特性に対応した基

礎的なデジタルリテラシーの要素を含むカリキュラムを１科目

以上設定すること

・基礎的なデジタルリテラシーの内容については、「企画提案

公募要領（別紙）ＤＸリテラシー標準の項目の一覧」を参考に

し、該当科目の「ＤＬ」欄に「〇」を記載すること



R32

（知識等習得コース） 様式第Ａ－10号

※ 時　間

3

3

訓練時間総合計 6 時間

学科 6 時間 実技 0 時間 就職支援 0 時間

実
技

就
職
支
援

安全衛生

働くことの基本ルール

訓 練 修 了 後 に
受験できる関連資格
※受験料別途 自己 負担

　名称（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）認定機関（　　　　　　　　　　　　　　）
　名称（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）認定機関（　　　　　　　　　　　　　　）
　名称（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）認定機関（　　　　　　　　　　　　　　）
　名称（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）認定機関（　　　　　　　　　　　　　　）
　名称（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）認定機関（　　　　　　　　　　　　　　）

訓
　
　
　
　
練
　
　
　
　
内
　
　
　
容

科　　　　目 科　目　の　内　容

学
科

訓 練 受 講 生 の 条 件 特になし

訓 練 目 標
（ 仕 上 が り 像 ）

宅地建物取引士として活躍するために必要とされる不動産全般の知識や提案ス
キルの習得をはじめ、不動産業界で働くために必要とされる不動産取引に関する
法律や専門知識、技能を習得する。また、不動産業界に関連のある金融業界にお
ける金融知識や法律知識、提案技能を習得する。

訓 練 概 要

委託訓練カリキュラム

訓 練 科 名
宅地建物取引士養成科（３か月）【40

歳以上の方対象】【20人定員】 就職先の
職務・仕事

訓 練 期 間 ( 定 員 )

訓 練 の 種 別
（該当する項目は「✓」印）

資格の取得をめざす訓練
デジタル職場実習又は

職場見学等を実施する訓練

３か月（２０人）

【訓練修了後に受験できる関連資格欄の注意点】

・訓練受講により習得する技能及びこれに関する知識によって

訓練修了者が総じて合格できる資格であること

・訓練修了時に資格試験の受験要件を満たす資格であること

【カリキュラム記入上の注意点】

・Ａ４版片面１枚に収めること

・安全衛生について科目に関連した内容で３時間設定すること

・受講生の就職後を見据え、働くことの基本ルールに関する講

義を３時間設定すること

・就職支援に関する訓練時間については、知識等習得コース仕

様書「８ 訓練内容」において府が示す必要な講義時間数を設

定すること

・「※」の欄については、R01からR12の科目はプルダウンメ

ニューから「ＤＳＳ」を、R13からR37の科目は「ＤＬ」を選

択すること

・R13からR37の各科目において訓練分野の特性に対応した基

礎的なデジタルリテラシーの要素を含むカリキュラムを１科目

以上設定すること

・基礎的なデジタルリテラシーの内容については、「企画提案

公募要領（別紙）ＤＸリテラシー標準の項目の一覧」を参考に

し、該当科目の「ＤＬ」欄に「〇」を記載すること



R33

（知識等習得コース） 様式第Ａ－10号

※ 時　間

3

3

訓練時間総合計 6 時間

学科 6 時間 実技 0 時間 就職支援 0 時間

実
技

就
職
支
援

安全衛生

働くことの基本ルール

訓 練 修 了 後 に
受験できる関連資格
※ 受験料 別途自己負担

　名称（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）認定機関（　　　　　　　　　　　　　　）
　名称（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）認定機関（　　　　　　　　　　　　　　）
　名称（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）認定機関（　　　　　　　　　　　　　　）
　名称（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）認定機関（　　　　　　　　　　　　　　）
　名称（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）認定機関（　　　　　　　　　　　　　　）

訓
　
　
　
　
練
　
　
　
　
内
　
　
　
容

科　　　　目 科　目　の　内　容

学
科

訓 練 受 講 生 の 条 件 特になし

訓 練 目 標
（ 仕 上 が り 像 ）

ファイナンシャルプランナーとして、実務に必要とされる金融、保険、不動産や税に関する幅
広い専門知識や法律知識、資産運用に必要な金融商品知識（FP技能士検定2級合格レベ
ル）を習得し、顧客へ適切なアドバイスや提案ができる人材をめざす。

訓 練 概 要

訓 練 対 象 者
（当該訓練コースの対象者
は右のいずれかに該当す
る 者 と す る ）

①乳児、幼児又は小学校（義務教育学校の前期課程を含む。）に就学している子を養育す
る者
②家族（育児休業、介護休業等育児又は家族介護を行う労働者の福祉に関する法律（平
成３年法律第７６号）第２条第５号に規定する家族をいう。）を介護する者
③その他特に配慮を必要とする者

委託訓練カリキュラム

訓 練 科 名
ファイナンシャルプランナー養成科
（４か月）【短時間訓練】【20人定員】 就職先の

職務・仕事

訓 練 期 間 ( 定 員 )

訓 練 の 種 別
（該当する項目は「✓」印）

資格の取得をめざす訓練
デジタル職場実習又は

職場見学等を実施する訓練

４か月（２０人）

【訓練修了後に受験できる関連資格欄の注意点】

・訓練受講により習得する技能及びこれに関する知識によって

訓練修了者が総じて合格できる資格であること

・訓練修了時に資格試験の受験要件を満たす資格であること

【カリキュラム記入上の注意点】

・Ａ４版片面１枚に収めること

・安全衛生について科目に関連した内容で３時間設定すること

・受講生の就職後を見据え、働くことの基本ルールに関する講

義を３時間設定すること

・就職支援に関する訓練時間については、知識等習得コース仕

様書「８ 訓練内容」において府が示す必要な講義時間数を設

定すること

・「※」の欄については、R01からR12の科目はプルダウンメ

ニューから「ＤＳＳ」を、R13からR37の科目は「ＤＬ」を選

択すること

・R13からR37の各科目において訓練分野の特性に対応した基

礎的なデジタルリテラシーの要素を含むカリキュラムを１科目

以上設定すること

・基礎的なデジタルリテラシーの内容については、「企画提案

公募要領（別紙）ＤＸリテラシー標準の項目の一覧」を参考に

し、該当科目の「ＤＬ」欄に「〇」を記載すること



R34

（知識等習得コース） 様式第Ａ－10号

※ 時　間

3

3

訓練時間総合計 6 時間

学科 6 時間 実技 0 時間 就職支援 0 時間

委託訓練カリキュラム

訓 練 科 名
宅建士・ＦＰ・簿記マスター科（３か月）
【39歳以下の方対象】【20人定員】 就職先の

職務・仕事

訓 練 期 間 ( 定 員 )

訓 練 の 種 別
（該当する項目は「✓」印）

資格の取得をめざす訓練
デジタル職場実習又は

職場見学等を実施する訓練

３か月（２０人）

訓 練 受 講 生 の 条 件 特になし

訓 練 目 標
（ 仕 上 が り 像 ）

不動産業界や住宅販売会社で働くために必要な不動産取引に関する法律知識や
専門知識をはじめ、宅地建物取引士として活躍するために必要な不動産全般の知
識と提案スキルを習得する。また、不動産投資に関するアドバイスなど、ファイナン
シャルプランナーとして活躍するために必要な金融知識、会計知識、法律知識や
提案スキルを習得する。

訓 練 概 要

訓 練 修 了 後 に
受験できる関連資格
※受験料別途 自己 負担

　名称（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）認定機関（　　　　　　　　　　　　　　）
　名称（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）認定機関（　　　　　　　　　　　　　　）
　名称（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）認定機関（　　　　　　　　　　　　　　）
　名称（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）認定機関（　　　　　　　　　　　　　　）
　名称（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）認定機関（　　　　　　　　　　　　　　）

訓
　
　
　
　
練
　
　
　
　
内
　
　
　
容

科　　　　目 科　目　の　内　容

学
科

安全衛生

働くことの基本ルール

就
職
支
援

実
技

【訓練修了後に受験できる関連資格欄の注意点】

・訓練受講により習得する技能及びこれに関する知識によって

訓練修了者が総じて合格できる資格であること

・訓練修了時に資格試験の受験要件を満たす資格であること

【カリキュラム記入上の注意点】

・Ａ４版片面１枚に収めること

・安全衛生について科目に関連した内容で３時間設定すること

・受講生の就職後を見据え、働くことの基本ルールに関する講

義を３時間設定すること

・就職支援に関する訓練時間については、知識等習得コース仕

様書「８ 訓練内容」において府が示す必要な講義時間数を設

定すること

・「※」の欄については、R01からR12の科目はプルダウンメ

ニューから「ＤＳＳ」を、R13からR37の科目は「ＤＬ」を選

択すること

・R13からR37の各科目において訓練分野の特性に対応した基

礎的なデジタルリテラシーの要素を含むカリキュラムを１科目

以上設定すること

・基礎的なデジタルリテラシーの内容については、「企画提案

公募要領（別紙）ＤＸリテラシー標準の項目の一覧」を参考に

し、該当科目の「ＤＬ」欄に「〇」を記載すること



R35

（知識等習得コース） 様式第Ａ－10号

※ 時　間

3

3

訓練時間総合計 6 時間

学科 6 時間 実技 0 時間 就職支援 0 時間

実
技

就
職
支
援

安全衛生

働くことの基本ルール

訓 練 修 了 後 に
受験できる関連資格
※受験料別途 自己 負担

　名称（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）認定機関（　　　　　　　　　　　　　　）
　名称（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）認定機関（　　　　　　　　　　　　　　）
　名称（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）認定機関（　　　　　　　　　　　　　　）
　名称（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）認定機関（　　　　　　　　　　　　　　）
　名称（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）認定機関（　　　　　　　　　　　　　　）

訓
　
　
　
　
練
　
　
　
　
内
　
　
　
容

科　　　　目 科　目　の　内　容

学
科

訓 練 受 講 生 の 条 件 特になし

訓 練 目 標
（ 仕 上 が り 像 ）

ホテルなどの観光系事業所において受付・フロント業務における基本作業やお客
様に快適なサービスを提供するための基本的スキルを身につける。

訓 練 概 要

委託訓練カリキュラム

訓 練 科 名
ホテルフロント・受付事務実践科（３
か月）【15人定員】 就職先の

職務・仕事

訓 練 期 間 ( 定 員 )

訓 練 の 種 別
（該当する項目は「✓」印）

資格の取得をめざす訓練
デジタル職場実習又は

職場見学等を実施する訓練

３か月（１５人）

【訓練修了後に受験できる関連資格欄の注意点】

・訓練受講により習得する技能及びこれに関する知識によって

訓練修了者が総じて合格できる資格であること

・訓練修了時に資格試験の受験要件を満たす資格であること

【カリキュラム記入上の注意点】

・Ａ４版片面１枚に収めること

・安全衛生について科目に関連した内容で３時間設定すること

・受講生の就職後を見据え、働くことの基本ルールに関する講

義を３時間設定すること

・就職支援に関する訓練時間については、知識等習得コース仕

様書「８ 訓練内容」において府が示す必要な講義時間数を設

定すること

・「※」の欄については、R01からR12の科目はプルダウンメ

ニューから「ＤＳＳ」を、R13からR37の科目は「ＤＬ」を選

択すること

・R13からR37の各科目において訓練分野の特性に対応した基

礎的なデジタルリテラシーの要素を含むカリキュラムを１科目

以上設定すること

・基礎的なデジタルリテラシーの内容については、「企画提案

公募要領（別紙）ＤＸリテラシー標準の項目の一覧」を参考に

し、該当科目の「ＤＬ」欄に「〇」を記載すること



R36

（知識等習得コース） 様式第Ａ－10号

※ 時　間

3

3

訓練時間総合計 6 時間

学科 6 時間 実技 0 時間 就職支援 0 時間

実
技

就
職
支
援

安全衛生

働くことの基本ルール

訓 練 修 了 後 に
受験できる関連資格
※受験料別途 自己 負担

名称（　　　　　　　　　　　　　　　　　　）認定機関（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ）
名称（　　　　　　　　　　　　　　　　　　）認定機関（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ）
名称（　　　　　　　　　　　　　　　　　　）認定機関（　　　　　 　　　　　　　　　　　　　　　　）
名称（　　　　　　　　　　　　　　　　　　）認定機関（　　　　　 　　　　　　　　　　　　　　　　）

訓
　
　
　
　
練
　
　
　
　
内
　
　
　
容

科　　　　目 科　目　の　内　容

学
科

訓 練 受 講 生 の 条 件 特になし

訓 練 目 標
（ 仕 上 が り 像 ）

観光業界や旅行業界などで働くため、国内・総合旅行業務取扱管理者取得レベルの旅行
業法や旅行業約款、観光地理などの専門知識やスキルを習得するとともに、成長が著し
いインバウンドビジネスに対応したトラベルビジネス全般の知識やスキルを習得すること
で、観光業界や旅行業界などで幅広く活躍できる人材を育成する。

訓 練 概 要

委託訓練カリキュラム

訓 練 の 種 別
（該当する項目は「✓」印）

資格の取得をめざす訓練
デジタル職場実習又は

職場見学等を実施する訓練

訓 練 科 名
トラベルビジネス実践科（３か月）【20

人定員】 就職先の
職務・仕事

 

訓 練 期 間 ( 定 員 ) ３か月（２０人）

【訓練修了後に受験できる関連資格欄の注意点】

・訓練受講により習得する技能及びこれに関する知識によって

訓練修了者が総じて合格できる資格であること

・訓練修了時に資格試験の受験要件を満たす資格であること

【カリキュラム記入上の注意点】

・Ａ４版片面１枚に収めること

・安全衛生について科目に関連した内容で３時間設定すること

・受講生の就職後を見据え、働くことの基本ルールに関する講

義を３時間設定すること

・就職支援に関する訓練時間については、知識等習得コース仕

様書「８ 訓練内容」において府が示す必要な講義時間数を設

定すること

・「※」の欄については、R01からR12の科目はプルダウンメ

ニューから「ＤＳＳ」を、R13からR37の科目は「ＤＬ」を選

択すること

・R13からR37の各科目において訓練分野の特性に対応した基

礎的なデジタルリテラシーの要素を含むカリキュラムを１科目

以上設定すること

・基礎的なデジタルリテラシーの内容については、「企画提案

公募要領（別紙）ＤＸリテラシー標準の項目の一覧」を参考に

し、該当科目の「ＤＬ」欄に「〇」を記載すること



R37

（知識等習得コース） 様式第Ａ－10号

※ 時　間

3

3

訓練時間総合計 6 時間

学科 6 時間 実技 0 時間 就職支援 0 時間

委託訓練カリキュラム

訓 練 の 種 別
（該当する項目は「✓」印）

資格の取得をめざす訓練
デジタル職場実習又は

職場見学等を実施する訓練

訓 練 科 名
建設業経理士＋賃貸不動産経営ビ
ジネス科（４か月）【20人定員】 就職先の

職務・仕事
 

訓 練 期 間 ( 定 員 ) ４か月（２０人）

訓 練 受 講 生 の 条 件 特になし

訓 練 目 標
（ 仕 上 が り 像 ）

日商簿記から始め、建設業経理に関する建設業経理士検定試験2級相当の基礎理論や、
実践的な会計処理に関する知識・技能を習得する。また、関連資格として、賃貸不動産の
管理に関する賃貸不動産経営管理士取得レベルの知識・技能を習得し、建設業及び不動
産関連業界などで幅広く活躍できる人材を育成する。

訓 練 概 要

訓 練 修 了 後 に
受験できる関連資格
※受験料別途 自己 負担

　名称（　　　　　　　　　　　　　　　　）認定機関　（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
　名称（　　　　　　　　　　　　　　　　）認定機関　（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
　名称（　　　　　　　　　　　　　　　　）認定機関　（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
　名称（　　　　　　　　　　　　　　　　）認定機関　（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

訓
　
　
　
　
練
　
　
　
　
内
　
　
　
容

科　　　　目 科　目　の　内　容

学
科

安全衛生

働くことの基本ルール

就
職
支
援

実
技

【訓練修了後に受験できる関連資格欄の注意点】

・訓練受講により習得する技能及びこれに関する知識によって

訓練修了者が総じて合格できる資格であること

・訓練修了時に資格試験の受験要件を満たす資格であること

【カリキュラム記入上の注意点】

・Ａ４版片面１枚に収めること

・安全衛生について科目に関連した内容で３時間設定すること

・受講生の就職後を見据え、働くことの基本ルールに関する講

義を３時間設定すること

・就職支援に関する訓練時間については、知識等習得コース仕

様書「８ 訓練内容」において府が示す必要な講義時間数を設

定すること

・「※」の欄については、R01からR12の科目はプルダウンメ

ニューから「ＤＳＳ」を、R13からR37の科目は「ＤＬ」を選

択すること

・R13からR37の各科目において訓練分野の特性に対応した基

礎的なデジタルリテラシーの要素を含むカリキュラムを１科目

以上設定すること

・基礎的なデジタルリテラシーの内容については、「企画提案

公募要領（別紙）ＤＸリテラシー標準の項目の一覧」を参考に

し、該当科目の「ＤＬ」欄に「〇」を記載すること


